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(1) 

安全安全安全安全にににに関関関関するするするする注意注意注意注意    

 

 安全に関する重要な内容ですので、よくお読みの上、記載事項を必ずお守りください。 

 本書は当社の流量計を御使用になる方への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に、正

しくお使いいただくための重要な内容を記載しています。次に示す内容（表示、図記号）をよく御

理解の上、本文をお読みください。 

 なお、本書は必要なときにすぐに参照できるように、使いやすい場所に保管してください。 

 

１１１１．．．．表示表示表示表示のののの説明説明説明説明    

    

 本書及び製品本体で使用している安全に関する表示の意味は次のとおりです。 

 

 表示 表示の意味  

 

 

危険 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人人人人がががが

死亡死亡死亡死亡またはまたはまたはまたは重傷重傷重傷重傷を負う危険が差し迫って生じること

が想定される内容を示しています。 

 

 

 

警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人人人人がががが

死亡死亡死亡死亡またはまたはまたはまたは重傷重傷重傷重傷を負う可能性が想定される内容を示

しています。 

 

 

 

注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人人人人がががが

傷害傷害傷害傷害を負う可能性が想定される内容、及び物的損害物的損害物的損害物的損害

のみの発生が想定される内容を示しています。 

 

 

 

２２２２．．．．警告警告警告警告ラベルラベルラベルラベル    

    

 本製品には以下に示す警告ラベルが貼り付けされています。 

 



 

(2) 

 

本装置で使用している警告ラベルの貼付位置は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            ＵＶＨ－２０００ パネル前面図 

 

警告ラベル 



 

(3) 

 

使用上使用上使用上使用上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

 

製品の性能を十分に発揮させ、安全に御使用いただくために次の事項に注意して御使用ください。 

①以下の事項をすべて満足しない場合には、測定不能、あるいは誤った計測値を表示

又は出力することがあります。 

 ・仕様書などに記載の所定の電源電圧範囲で使用すること。 

 ・測定中には超音波の伝搬を著しく妨げるような気泡や異物の混入がないこと。 

・流速検出器の設置には必要直線部を満足するような場所を選択すること。 

 ・検出器には特に振動や衝撃が加わらないようにすること。 

 ・流量計本体、検出器、及びケーブルは外来ノイズなどの影響のない場所に設置す

ること。 

・流量計本体、及び検出器は所定の周囲温度湿度の範囲で使用すること。 

・自然流下による流れであること。等流とみなせる流れであること。 

・水路には木材などの固く重い漂流物が流れてこないこと。 

・水路には土砂の堆積などがないこと。 

②流速演算部及び水位計が必要な信号レベルを検知できなかった場合には、本体内液

晶表示器にＲＯＦＦ（ＶＲＯＦＦ、ＨＲＯＦＦ）やＨＨＡＬＴ警報が表示されま

す。これらが表示されているとき、 

・流速や水位は、警報が表示される直前の値を表示していることがあります。 

・流量は【ＲＯＦＦ ＯＰＥ】の設定に従った値を表示していることがあります。 

③流量計本体で設定値の入力（最大流量、積算単位など）を行う場合には取扱説明書

をよくお読みの上、正確に設定してください。誤った設定を行うと測定不能、ある

いは誤った測定値（出力信号）を表示、又は出力します。 

④製品の改造、及び分解は行わないでください。感電や故障の原因となります。 

注注注注 

 

 

 

 

 

    

 

 

意意意意 

⑤この取扱説明書を紛失した場合には、最寄りの当社営業所まで御連絡ください。 

 



 

(4) 

はじめにはじめにはじめにはじめに    

    

この取扱説明書は管渠流量計ＵＶＨ－２０００の安全に関する注意をはじめ、仕様、構造、設置、

操作方法、故障とその対策、などについて詳しく説明してあります。本機器を十分御理解のうえ、

正しくお使いくださるようお願いいたします。 

    

    

取扱説明書等取扱説明書等取扱説明書等取扱説明書等のののの遵守事項遵守事項遵守事項遵守事項    

    

この取扱説明書等について守っていただきたい事項は以下のとおりです。 

 

１．この取扱説明書を熟読してください。 

この取扱説明書には重要なことが記載されていますので、必ず最後までお読みください。 

 

２．この取扱説明書は大切に保管ください。 

本機器を取り扱う場合にはこの取扱説明書が必要です。この取扱説明書がいつでも読めるように、

保管の御担当者や保管場所を決め大切に保管してください。 

 

３．この取扱説明書を本機器の取扱者の手元に届けてください。 

代理店等、本機器の販売の仲介になる方々は、この取扱説明書を実際に本機器を取り扱う方々の

手元に必ず届けてください。 

 

４．この取扱説明書を紛失した場合は直ちに補充してください。 

この取扱説明書を紛失した場合には、裏表紙に示す当社営業所等に連絡し取扱説明書を補充して

ください。なお、補充の取扱説明書は有料です。 

 

５．警告ラベルのはがれのないことを確かめてください。 

警告ラベルが汚れたり、はがれたりした場合は、当社営業所等に連絡し警告ラベルを補充してく

ださい。なお、補充の警告ラベルは有料です。 

 

 

取扱説明書等取扱説明書等取扱説明書等取扱説明書等のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

    

 この取扱説明書は本機器の標準仕様に基づき作成されています。 

 お客様の仕様により承認図面と異なる記述内容がある場合には、承認図面を優先させていただき

ます。 

 

 

機器保護機器保護機器保護機器保護のためののためののためののための禁止事項及禁止事項及禁止事項及禁止事項及びびびび注意事項注意事項注意事項注意事項    

    

本機器の保護のため、以下の事項を守ってください。 

 

１．流量計本体や検出器を落したりなど、衝撃を与えないでください。 

 

２．規定の動作環境（周囲温度、周囲湿度）以外で使用しないでください。 

 

３．規定の電源以外で使用しないでください。 

 

４．傷がついたり、被覆のはがれたケーブル（電源ケーブル、同軸ケーブル、信号ケーブル）は使

用しないでください。 



 

(5) 

 

５．機器の内部には高電圧の回路などがありますので、通電中は端子部や機器の内部には絶対に触

らないでください。 

 

６．機器の操作は流量計本体の表扉を開けたパネル上（液晶表示器、キーボード）で行います。パ

ネル内部の電子回路（プリント基板や電子部品など）は操作しないでください。 

 

７．機器の分解や改造は絶対に行わないでください。機器が異常の際には当社へ御連絡ください。 

 

８．本機器及び付属機器は防爆エリアでは使用できません。 

 

９．本機器に絶縁耐圧試験を行う場合は別途御相談ください。 



 

(6) 
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第第第第１１１１章章章章    概説概説概説概説    

    
このたびは当社の管渠流量計ＵＶＨ－２０００をお買い上げいただき、誠にありがとうごいます。

御使用に先立ちこの取扱説明書をぜひ御一読くださいますようお願い申し上げます。 

なお性能向上のため、仕様や外観を予告なく変更することがありますので、予め御了承願います。 

 

ＵＶＨ－２０００は下水、農水、産業排水などの自由水面を持って流れる水路の水位と流速を計測

し、これら２つの情報を元に流量を求める方式の流量計です。以下の特長を持ちます。 

    
１１１１．．．．１１１１    特長特長特長特長    

    

（１） 水位検出器として、当社の超音波水位計を使用しているため（標準仕様）、測定対象に接触

することなく、水位を精度良く測定することができます。 

 

（２） 超音波水位計の代わりに、当社の電波レベル計ＭＲＧ－１０やＭＲＦ－１０を使用すること

ができます。また外付けにて他の水位計も使用可能です。 

 

（３） 当社水位計を使用する場合、水位零から満水までの流量測定ができます。また流速検出器は

小型のため、流れに障害を生じにくく、かつ取り付けが容易です。 

 

（４） 流量信号、流速信号、水位信号を独立して出力することができます。 

 

    

１１１１．．．．２２２２    関連関連関連関連するするするする取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書    

    

  電波レベル計 ＭＲＧ－１０ 取扱説明書     ［文書番号 Ｋ００－００１］ 

  平面アンテナ電波レベル計 ＭＲＦ－１０ 取扱説明書［文書番号 Ｋ０８－００４］ 

 

１１１１．．．．３３３３    用語用語用語用語のののの定義定義定義定義    

    
  流速には点流速と平均流速とがありますが、本書では平均流速のことを単に流速として表現し

ています。点流速と平均流速については第８章を御覧ください。 
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第第第第２２２２章章章章    標準的標準的標準的標準的なななな構成構成構成構成    

    

 本機器の標準的な構成を示します。図２－１は各機器の相互関係を示したものです。（仮に水路を

開渠とし、センサＳＥ２０４０２０Ｂを下置きにした場合を想定しています） 

 

２２２２．．．．１１１１    専用超音波水位計専用超音波水位計専用超音波水位計専用超音波水位計をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合    

 

名称 数量 説明 

本体 １台 流量計本体（超音波水位計内蔵） 

検出器 １個 超音波の送受を行うセンサ 

同軸ケーブル １本 専用複合ケーブル 

流

速

計

用 

その他 １式 

検出器と同軸ケーブルを接続するための結合材又は結

合箱など 

検出器 １個 超音波の送受を行うセンサ 

水

位

計

用 

ケーブル １本 水位計センサと本体接続用 

 

 

２２２２．．．．２２２２    電波電波電波電波レベルレベルレベルレベル計計計計ＭＲＧ－ＭＲＧ－ＭＲＧ－ＭＲＧ－１０１０１０１０ややややＭＲＦ－ＭＲＦ－ＭＲＦ－ＭＲＦ－１０１０１０１０をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合    

 

名称 数量 説明 

本体 １台 流量計本体 

検出器 １個 超音波の送受を行うセンサ 

同軸ケーブル １本 専用複合ケーブル 

流

速

計

用 

その他 １式 

検出器と同軸ケーブルを接続するための結合材又は結

合箱など 

検出器・本体 １個 ＭＲＧ－１０（またはＭＲＦ－１０） 

水

位

計

用 

ケーブル １本 

流量計本体とＭＲＧ－１０（またはＭＲＦ－１０）の接

続用 
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図２－１ 基本構成図 

 

 

現場によって設置方法が異なる場合があります 
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第第第第３３３３章章章章    各部各部各部各部のののの名称名称名称名称とととと機能機能機能機能    

    
３．１ 本体前面 

 

本体前面からは、流量値や積算値を表示するための①液晶表示器を見ることができます。 

本機器の起動、停止及びメニュー操作は⑤パネル上で行います。パネルを見えるようにするには

③パチン錠をはずし、④表扉を左方向に開きます。 

 キーの誤操作や防塵のため、通常は表扉を閉じた状態で御使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３－1 本体前面 

３．２ パネル 

 

  ④表扉が開いている状態では下記の操作が行えます。 

・ ⑥電源スイッチによる本機器の起動や停止。 

・ ①液晶表示器と②キーボードを使用した設定値の変更。 

・ ⑦ヒューズホルダにあるヒューズの交換。ヒューズの交換については ６．２本体の保守・

点検を御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３－２ パネル 

 

 

①液晶表示器 

④表扉 

③パチン錠 

⑤パネル 

②キーボード 

⑥電源スイッチ 

①液晶表示器 

⑦ヒューズホルダ 

⑧パネル止めねじ 
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⑧パネル止めねじをはずしてパネルを左方向に開けると端子盤群が見えます。この状態で配線作

業等を行うことができます。 

 

 

警告 

 ・端子部に手を触れないでください。 

 感電の原因となる場合があります。 

・サービス員以外は分解しないでください。 

 本体内部には、高電圧部分があるので感電の原因となります。 
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第第第第４４４４章章章章    操作方法操作方法操作方法操作方法    

 

４４４４．．．．１１１１    概要概要概要概要    

 

本章では、本機器の起動及び停止方法、計測画面の見方、メニュー画面の操作方法等を説明しま

す。 

 

本機器は、原則として現地調整時に仕様に合わせて当社サービス員が設定いたしますので、調整

後は電源を投入していただくだけで基本的な計測を簡単に行うことができます。 

 

本機器のデータ設定等の操作は機器内部のキーボードによって行います。キー操作は、表示器を

通じた対話形式で行いますので、容易に操作、変更が可能です。 

 

操作に当たっては、正しく装備されていることを確認してください。 

 

注意 

･メニュー操作中、計測動作（積算を含む）は中断され、出力は直前の値が保持されます。 

･積算中にメニュー操作に入ると、操作終了後は直前の値を引き継いで積算を再開します。 

･アナログ出力チェック機能の動作中、積算動作は継続されます。 

･メニュー操作で変更した設定値等は、計測動作を再開した時に反映されます。 
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４４４４．．．．２２２２    起動及起動及起動及起動及びびびび停止方法停止方法停止方法停止方法    

 

（１）起動 

 ・電源スイッチをＯＮにします。 

  設定が完了している状態であれば、起動後は自己診断を経て自動的に計測動作を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）停止 

 ・電源スイッチをＯＦＦにします。 

  停止した場合でも、計測に必要な設定データは内部の不揮発性メモリに保持されています。 

    

４４４４．．．．３３３３    キーボードキーボードキーボードキーボード    

 

下図左のキーボードを、模式的に下図右のように表して説明します。 

 

 

⇒ 

<7> <8/↑> <9> <MENU>

<4/←> <5> <6/→> <●○>

<1> <2/↓> <3> <EXIT>

<0>

<.

/STRT>

<-

/STOP>

<ENT>

 

図４－３－１ キーボード 

【ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ】 

 

ＦＣ ＣＨＥＣＫ 

  ＲＯＭ ： ＯＫ 

  ＲＡＭ ： ＯＫ 

 

Ｖ ＣＨＥＣＫ 

  ＲＯＭ１： ＯＫ 

  ＲＯＭ２： ＯＫ 

  ＲＡＭ ： ＯＫ 

  Ｉ／Ｏ ： ＯＫ 

   

 

 

図４－２－１ 

電源投入時の画面 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏｗ Ｓｅｔｔｉｎｇ 

 

 

 

 

 

Ｑ 

 

      Ｅ＋３ ｍ３／ｍｉｎ 

 

Ｈ    １．０００ ｍ    

Ｖ     １．００ ｍ／ｓ  

 

Ｉ＋      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

Ｉ－      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

 

    

０．３０００

０ 
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キーには、原則として以下の機能が割り振られています。 

 

表４－３－１ 原則的なキーの機能 

 

計測画面 インフォメーション画面 メニュー画面 

(*1)(*2) 

  選択肢の選択 数値の入力 

手動ゲイン設定の画面 

<MENU> インフォメーション画面

に移動 

この時点では計測を 

継続 

無効 計測画面へ戻る。 ← ・計測画面に戻る。 

･<ENT>済み項目のみ

更新 

<●○> <4/←>、<6/→>を参照 無効 ← ← ← 

<EXIT> 無効 計測画面に戻る。 ・画面の指示に従い計測

画面または前画面へ戻

る。 

・ただし特記無き場合

は、前ステップへ戻る。

すなわち 

・選択肢選択中で

<ENT>前なら前回設

定されていた選択肢

に戻る。 

・前回設定されていた

選択肢に戻っている

なら前画面に戻る。 

・以下前画面に戻る。 

・前ステップへ戻

る。すなわち 

・数値入力中で

<ENT>前ならバッ

クスペース相当。 

・入力中の数値が

全桁消去されて

いるなら前回設

定されていた数

値に戻る。 

・前回設定されて

いた数値に戻っ

ているなら前画

面に戻る。 

・以下前画面に戻

る。 

・前ステップへ戻る。

すなわち 

・ゲイン設定中で

<ENT>前なら前回

設定されていたゲ

イン値に戻る。 

・前回設定されてい

たゲイン値に戻っ

ているなら前画面

に戻る。 

・以下前画面に戻

る。 

<ENT> 無効 メニュー画面に移動 確定し次ステップへ移動 ← ← 

数値入力キー

としての 

<0>～<9>、 

<./STRT>、 

<-/STOP> 

無効 ← ← 数値扱い 無効 

数値入力キー

以外としての 

     

 <./STRT> 積算ＯＮ時： 

積算値のリセット及

び積算開始。積算動

作中は無効 

積算ＯＦＦ時： 

無効 

無効 ← ．（小数点） 無効 

 <-/STOP> 積算ＯＮ時： 

積算停止。積算停止

中は無効 

積算ＯＦＦ時： 

  無効 

無効 ← －（マイナス） 無効 

 <8/↑> 無効 無効 前の項目へ移動 

または前のパラメータを

選択 

８ ゲイン値増 

 <2/↓> 無効 無効 次の項目へ移動 

または次のパラメータを

選択 

２ ゲイン値減 

 <4/←> <●○>+<4/←>でコント

ラスト減

（＊3）

 

無効 前のメニューに移動 ４ 無効 

 <6/→> <●○>+<6/→>でコント

ラスト増

（＊3）

 

無効 次のメニューに移動 ６ 無効 

 

(*1)同列上部の動作中に、同行左部のキーがどの様な機能を果たすかを示しています。 

(*2)キーはリピート動作をします。 

(*3)たとえば、<●○>+<4/←>は、<●○>キーを押しながら<4/←>キーを押すことを表します。 
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４４４４．．．．４４４４    画面画面画面画面のののの種類種類種類種類    

 

画面の種類は計測画面、メニュー画面、インフォメーション画面があり、それぞれの画面には、 

図４－４－１に示す関係があります。 

計測画面で＜ＭＥＮＵ＞キーを押すと、ソフトウェアのバージョン等を表示するインフォメー

ション画面が表示されます。 

インフォメーション画面で＜ＥＮＴ＞キーを押すと、メニュー画面【ＭＥＡＳ】が表示されま

す。 

メニュー画面で＜６／→＞＜４／←＞キーを押すと【ＭＥＡＳ】画面と【ＣＨＥＣＫ】画面の

切換ができます。 

メニュー画面で＜ＭＥＮＵ＞キーまたは＜ＥＸＩＴ＞キーを押すと計測画面に戻ります。 

 

 

＜ＭＥＮＵ＞ 

＜ＥＸＩＴ＞ 

＜ＥＮＴ＞ 

＜６／→＞ 

＜４／←＞ 

＜ＭＥＮＵ＞ 

＜ＥＸＩＴ＞ 
＜ＭＥＮＵ＞ 

＜ＥＸＩＴ＞ 

計測画面 

 

 

 

 

 

Ｑ 

 

     Ｅ＋３ ｍ３／ｍｉｎ 

 

Ｈ   １．０００ ｍ    

Ｖ    １．００ ｍ／ｓ  

 

Ｉ＋     ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

Ｉ－     ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

 

 

０．３０００

０ 

メニュー画面【ＭＥＡＳ】 

【ＭＥＡＳ】 

 

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

              ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

            ＨＯＬＤ 

メニュー画面【ＣＨＥＣＫ】 

図４－４－１ 計測画面とメニュー画面 

   

ＳＹＳＴＥＭ ＩＮＦＯ． 

 

 

 Ｉ ａｍ ＵＶＨ－２０００. 

 

ＦＣ ＶＥＲ．：Ｖ．１．００ 

Ｖ４ ＶＥＲ．：Ｖ．１．００ 

Ｖ２ ＶＥＲ．：Ｖ．１．００ 

 

 Ｐｌｅａｓｅ Ｐｒｅｓｓ 

 ［ＥＮＴ］ｏｒ［ＥＸＩＴ］ 

インフォメーション画面 

【ＣＨＥＣＫ】 

 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 

ＧＡＩＮ                        

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 

ＭＵＬＴＩ ＳＥＮＳ． 

          ＦＩＮＩＳＨ 

Ａ－ＯＵＴ         

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ         
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４４４４．．．．５５５５    計測画面計測画面計測画面計測画面 

 

計測動作中の表示器画面は以下のようになります。 

下図は、説明用表示例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 流量値 

 

単位及び乗数には【ＭＥＡＳ】→【ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ】画面で設定されたものが使用されます。 

ＦＳ（フルスケールを意味します）は【ＭＥＡＳ】→【Ａ－ＯＵＴ】画面の”ＭＡＸ ＦＬＯＷ”で設

定した値を超えたとき表示します。 

また小数点以下の桁数は前述の”ＭＡＸ ＦＬＯＷ”で設定した小数点以下の桁数となります。 

 

（２） 水位値 

 

これは【ＭＥＡＳ】→【ＤＩＳＰＬＡＹ】画面の”ＬＥＶＥＬ ＤＩＳＰＬＡＹ”がＯＮのときのみ表示

可能です。 

単位はｍ（メートル）固定です。 

ＦＳ（フルスケールを意味します）は【ＭＥＡＳ】→【Ａ－ＯＵＴ】画面の”ＭＡＸ ＬＥＶＥＬ”

で設定した値を超えたとき表示します。 

また小数点以下の桁数は前述の”ＭＡＸ ＬＥＶＥＬ”で設定した小数点以下の桁数となりま

す。 

 

※水位計が専用超音波水位計の場合、”ＭＡＸ ＬＥＶＥＬ”を変更することはできません。 

 

（３） 流速値 

 

これは【ＭＥＡＳ】→【ＤＩＳＰＬＡＹ】画面の”ＶＥＬ． ＤＩＳＰＬＡＹ”がＯＮのときのみ表示可

能です。 

ＨＲＯＦＦ ＨＨＡＬＴ 

ＶＲＯＦＦ 

ＶＡＧＣ 

 

 

Ｑ             ＦＳ 

 

 

      Ｅ＋３ Ｍ３／ｍｉｎ 

Ｈ   ０．０００ ｍ     ＦＳ 

Ｖ    ０．００ ｍ／ｓ ＦＳ 

 

Ｉ＋      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

Ｉ－      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

 

   ＣＨＫ－ＨＶＱＭ ＩＮＴＧ 

 ０．０００ 

（５）水位計の動作状態

を表示します。 

（１）流量値を表示します。 

（６）流速計の動作状態を

表示します。 

（２）水位値を表示します。 

（３）流速値を表示します。 

（４）正流及び逆流の積算

値を表示します。 

（７）チェック状態であること

を示します。 

（８）積算状態を示します。 
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単位はｍ／ｓ（メートル／秒）固定です。 

ＦＳ（フルスケールを意味します）は【ＭＥＡＳ】→【Ａ－ＯＵＴ】画面の”ＭＡＸ ＶＥＬ．”で設

定した値を超えたとき表示します。 

また小数点以下の桁数は前述の”ＭＡＸ ＶＥＬ．”で設定した小数点以下の桁数となります。 

 

（４） 正流及び逆流の積算値 

 

これは【ＭＥＡＳ】→【ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ】画面にて”ＦＵＮＣＴＩＯＮ”をＯＮにしたとき表示されま

す。 

正流（Ｉ＋）及び逆流（Ｉ－）の積算単位は【ＭＥＡＳ】→【ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ】画面の”ＵＮＩＴ”で

設定されたものが使用されます。 

＜．／ＳＴＲＴ＞キーを押すと積算を開始し、＜－／ＳＴＯＰ＞キーを押すか、または設定し

た積算時間が経過すると積算が停止します。積算値は積算開始時にリセットされます。 

 

（５） 水位計の動作状態 

 

下記を意味します。 

 

表示 意味 水位アナログ出力 ＨＥＲＲ接点出力 

表示なし 正常動作。 

水位を４－２０   

ｍＡに換算し出力。 

開 

ＨＲＯＦＦ

(*1)

 

水位計の入力端子の信号が２０ｍＡを超えた。 

水位計にて受波なしが発生した。 

（専用超音波水位計使用時） 

直前の値を４－２０

ｍＡに換算し出力。 

閉 

ＨＨＡＬＴ 

水位計の入力端子の信号が４ｍＡより下がっ

た。 

直前の値を４－２０

ｍＡに換算し出力。 

閉 

（＊１）使用する水位計により動作が異なることがあります。 

 

（６） 流速計の動作状態 

 

下記を意味します。 

 

表示 意味 流速アナログ出力 ＶＥＲＲ接点出力 

表示なし 正常動作。 

流速を４－２０    

ｍＡに換算し出力。 

開 

１つまたは複数のセンサにおいて受波なしが

発生した。 

流速を４－２０    

ｍＡに換算し出力。 

ＶＲＯＦＦ 

すべてのセンサにおいて受波なしが発生した。

直前の値を４－２０

ｍＡに換算し出力。 

閉 

 

表示 意味 

ＶＡＧＣ ＶＡＧＣ：ＡＧＣがＯＮになっている。 
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（７） チェック状態 

 

下記を意味します。 

 

意味 

表示 

ＨチェックＶチェック Ｑチェック 測線チェック 

なし     

ＣＨＫ－Ｈ ○    

ＣＨＫ－Ｖ  ○   

ＣＨＫ－Ｑ   ○  

ＣＨＫ－ＨＶ ○ ○   

ＣＨＫ－ＨＱ ○  ○  

ＣＨＫ－ＶＱ  ○ ○  

ＣＨＫ－ＨＶＱ ○ ○ ○  

ＣＨＫ－Ｍ    ○ 

ＣＨＫ－ＨＭ ○   ○ 

ＣＨＫ－ＶＭ  ○  ○ 

ＣＨＫ－ＱＭ   ○ ○ 

ＣＨＫ－ＨＶＭ ○ ○  ○ 

ＣＨＫ－ＨＱＭ ○  ○ ○ 

ＣＨＫ－ＶＱＭ  ○ ○ ○ 

ＣＨＫ－ＨＶＱＭ ○ ○ ○ ○ 

                     ○：その機能が働いていることを意味します。 

 

チェック機能については【ＣＨＥＣＫ】画面を、また測線切換チェック機能については【ＭＵＬＴＩ Ｓ

ＥＮＳ.】画面を御覧ください。 

 

（８） 積算状態 

 

ＩＮＴＧが表示されているときは積算中であることを示します。 
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４４４４．．．．６６６６    インフインフインフインフォメーションォメーションォメーションォメーション画面画面画面画面    

    

計測画面の時に＜ＭＥＮＵ＞キーを押すとインフォメーション画面が表示されます。 

ソフトウェアバージョン等を表示するインフォメーション画面は以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面が表示されているときに＜ＥＮＴ＞キーを押すとメニュー画面が表示されます。また、 

＜ＥＸＩＴ＞キーを押すと、計測画面に戻ります。 

図４－６ インフォメーション画面 

   

ＳＹＳＴＥＭ ＩＮＦＯ． 

 

 

 Ｉ ａｍ ＵＶＨ－２０００. 

 

ＦＣ ＶＥＲ．：Ｖ．１．００ 

Ｖ４ ＶＥＲ．：Ｖ．１．００ 

Ｖ２ ＶＥＲ．：Ｖ．１．００ 

 

 Ｐｌｅａｓｅ Ｐｒｅｓｓ 

 ［ＥＮＴ］ｏｒ［ＥＸＩＴ］ 

 

（１）流量演算部 

ソフトウェアバージョン 

（２）流速演算部 

ソフトウェアバージョン 
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４４４４．．．．７７７７    メニューメニューメニューメニュー画面画面画面画面    

 

 （１）項目選択方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 項目を選択するには、反転カーソルを＜８／↑＞キーまたは＜２／↓＞キーにて移動し、 

＜ＥＮＴ＞キーを押します。 

下位のメニューがあるときはそれを表示し、そうでない時は現在の設定値に対し、アンダーバ

ーカーソルが点滅します。 

 

注）右側に  のある項目は下位のメニューがあることを表しています。 

 

（２）設定値変更方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜８／↑＞キーや＜２／↓＞キーで設定項目を選択し＜ＥＮＴ＞キーを押すと、アンダーバ

ーカーソルが点滅して設定値を変更できる状態になります。 

 アンダーバーカーソルが点滅しているときに＜８／↑＞キーや＜２／↓＞キーあるいは、 

＜０＞～＜９＞、＜．／ＳＴＲＴ＞、＜－／ＳＴＯＰ＞キーで設定値を変更します。 

 変更した設定値は＜ＥＮＴ＞キーを押すことにより確定されます。入力した値を削除したい

場合は＜ＥＸＩＴ＞キーを押してください。 

 

＜８／↑＞ 

＜２／↓＞ 

【ＭＥＡＳ】 

 

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

       ０．０００      ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

 

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

       ０．０００      ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－１ 項目選択 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 
ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

数値入力後 

＜ＥＮＴ＞ 

＜ＥＮＴ＞ 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 
ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－２ 設定値変更 

反転カーソル 

アンダーバー 

カーソル 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ         

Ａ－ＯＵＴ         
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設定値入力例設定値入力例設定値入力例設定値入力例    

    

    ここでは、”ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ”の設定値を変更する例を示します。 

１．＜８／↑＞＜２／↓＞キーで”ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ”にカーソルを移動させます。 

（図４－７－３） 

２．＜ＥＮＴ＞キーを押し設定値を変更できる状態にします。（図４－７－４） 

３．＜０＞～＜９＞、＜．／ＳＴＲＴ＞、＜－／ＳＴＯＰ＞キーで数値を入力します。 

（図４－７－５） 

４．＜ＥＮＴ＞キーを押し設定値を決定します。 

以上で設定値の変更は終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

入力値入力値入力値入力値のののの修正修正修正修正のののの例例例例    

 

 ここでは、”ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ”の入力データを修正する例を示します。 

１．＜ＥＸＩＴ＞キーを押し入力した数値を消去します。（図４－７－８） 

２．＜０＞～＜９＞、＜．／ＳＴＡＲＴ＞、＜－／ＳＴＯＰ＞キーで値を入力し＜ＥＮＴ＞キ

ーで入力値を決定します。（図４－７－９、図４－７－１０） 

以上で入力値の変更は終了です。 

注）＜ＥＸＩＴ＞キーで入力値を全て消去すると変更前の値が表示されます。 

（図４－７－１１、図４－７－１２） 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－３ 

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬを選択 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－４ 

 設定値入力状態 

＜ＥＮＴ＞ 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       １．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－５ 

設定値を変更 

１．０００を入力 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       １．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－６ 

設定値入力終了 

＜ＥＮＴ＞ 
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【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

＜ＥＸＩＴ＞ 

＜ＥＸＩＴ＞ 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

          １０   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－７ 

数値キーから１０を 

入力した画面 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

           １   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－８ 

＜ＥＸＩＴ＞キーを押し入力値

を消去した画面 

図４－７－１１ 

入力値をすべて消去し、 

前設定値が表示された画面 

図４－７－１２ 

入力モードを抜けた画面 

＜ＥNT＞ 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       １．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－９ 

数値キーから１．０００を 

入力した画面 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ  

       １．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－１０ 

＜ENT＞キーを押し入力値を 

決定した画面 
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選択値選択値選択値選択値のののの設定例設定例設定例設定例    

    

ここでは、”ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ”の設定値を変更する例を示します。 

１．＜８／↑＞＜２／↓＞キーで”ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ”にカーソルを移動し＜ＥＮＴ＞キー

を押します。 

  （図４－７－１３） 

２．＜８／↑＞＜２／↓＞キーで設定値を変更します。（図４－７－１４） 

３．＜ＥＮＴ＞キーを押し設定値を決定します。（図４－７－１５） 

４．＜ＥＸＩＴ＞キーを押すと変更した値はキャンセルされます。（図４－７－１６） 

 

以上で選択値の変更は終了です。 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

       １．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

 
ＦＷ／ＢＷ  ＯＰＥ 

 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－１３ 

 ＜ＥＮＴ＞キーを押した画面 

＜８／↑＞ 

＜２／↓＞ 

図４－７－１４ 

 ＜８／↑＞＜２／↓＞キーで 

設定値変更した画面 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ         
ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

       １．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ 

 
ＦＷ／ＢＷ  ＯＰＥ 

 

              ＯＮ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

       １．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

 
ＦＷ／ＢＷ  ＯＰＥ 

 

              ＯＮ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－７－１５ 

＜ＥＮＴ＞キーで設定値を 

決定した画面 

図４－７－１６ 

＜ＥＸＩＴ＞キーで 

キャンセルした画面 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

       １．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

 
ＦＷ／ＢＷ  ＯＰＥ 

 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 
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４４４４．．．．８８８８    メニューメニューメニューメニュー構成構成構成構成 
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イ
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ォ
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E
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.
 
A

O
U
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T
Y
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M
A

X
 
V
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.
 

M
A

X
 
L
E
V

E
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F
L
O
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E
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O
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I
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Y
 

L
E
V

E
L
 

F
L
O

W
 

F
U

N
C

T
I
O

N
 

U
N

I
T
 

S
T
O

P
 
M

O
D

E
 

H
:
 

M
:
 

S
:
 

Z
E
R

O
 
S

H
I
F
T
 
-
 

S
P

A
N

 
C

O
R

R
.
 
-
 

Z
E
R

O
 
C

U
T
 
-
 

Z
E
R

O
 
S

H
I
F
T
 
-
 

S
P

A
N

 
C

O
R

R
.
 
-
 

Z
E
R

O
 
S

H
I
F
T
 

S
P

A
N

 
C

O
R

R
.
 

Z
E
R

O
 
C

U
T
 
-
 

流
量

単
位

、
流

量
単

位
に

 

添
え

る
乗

数
を

設
定

し
ま

す
。

 

（
４

－
１

５
ペ

ー
ジ

）
 

ア
ナ

ロ
グ

出
力

の
設

定
を

し
ま

す
。

 

（
４

－
１

６
ペ

ー
ジ

）
 

流
量

、
流

速
、

水
位

の

ゼ
ロ

点
調

整
、

ス
パ

ン

調
整

、
低

量
カ

ッ
ト

の

設
定

を
し

ま
す

。
 

（
４

－
１

７
ペ

ー
ジ

）
 

ア
ナ

ロ
グ

出
力

及
び

計
測

値
表

示
の

応
答

ス
ピ

ー
ド

の
設

定
を

し

ま
す

。
 

（
４

－
１

９
ペ

ー
ジ

）
 

た
ま

り
水

水
位

を
設

定
し

ま
す

。
 

（
４

－
１

９
ペ

ー
ジ

）
 

積
算

単
位

、
積

算
時

間
等

を
設

定
し

ま
す

。
 

（
４

－
２

０
ペ

ー
ジ

）
 

正
逆

変
更

確
認

処
理

を
設

定
し

ま
す

。
（
４

－
２

１
ペ

ー
ジ

）
 

水
位

表
示

を
設

定
し

ま
す

。

（
４

－
２

１
ペ

ー
ジ

）
 

流
速

表
示

を
設

定
し

ま
す

。
 

（
４

－
２

１
ペ

ー
ジ

）
 

次
頁

へ
 

D
I
S

P
L
A

Y
 

Ｒ
Ｏ

Ｆ
Ｆ

 
O

P
E
 

受
波

な
し

状
態

時

の
設

定
を

し
ま

す
 

（
４

－
２

１
ペ

ー
ジ

）
 

Z
E
R

O
 
S

H
I
F
T
 
+
 

S
P

A
N

 
C

O
R

R
.
 
+
 

Z
E
R

O
 
C

U
T
 
+
 

Z
E
R

O
 
S

H
I
F
T
 
+
 

S
P

A
N

 
C

O
R

R
.
 
+
 

Z
E
R

O
 
C

U
T
 
+
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メニュー構成の続き

Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｃ

 
Ｄ

Ａ
Ｔ

Ａ
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Ｔ
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S
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S
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C
H

E
C

K
画

面
 

S
E
L
F
 
C

H
E
C

K
 

G
A

I
N

 
G

A
I
N

 
#
1
 

G
A

I
N

 
#
2
 

A
-
O

U
T
 

F
L
O

W
 

V
E
L
O

C
I
T
Y
 

L
E
V

E
L
 

V
A

L
U

E
 

S
E
T
T
I
N

G
 

V
A

L
U

E
 

S
E
T
T
I
N

G
 

V
A

L
U

E
 

S
E
T
T
I
N

G
 

ア
ナ

ロ
グ

出
力

及
び

計
測

画
面

の
 

表
示

値
を

任
意

の
値

に
設

定
し

ま
す

。
 

（
４

－
２

３
ペ

ー
ジ

）
 

自
己

診
断

を
行

い
ま

す
。

 

（
４

－
２

５
ペ

ー
ジ

）
 

各
測

線
の

ゲ
イ

ン
の

値
を

 

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

設
定

し
ま

す
。

 

（
４

－
２

７
ペ

ー
ジ

）
 

基
礎

デ
ー

タ
を

表
示

し
ま

す
。

 

（
４

－
２

７
ペ

ー
ジ

）
 

多
測

線
流

速
計

測
の

場
合

に
 

任
意

の
測

線
に

固
定

し
ま

す
。

 

（
４

－
２

８
ペ

ー
ジ

）
 

前
頁

よ
り

 

A
G

C
 

G
A

I
N

 

A
G

C
 

G
A

I
N

 

G
A

I
N

 
#
3
 

A
G

C
 

G
A

I
N

 

G
A

I
N

 
#
4
 

A
G

C
 

G
A

I
N

 

A
G

C
の

設
定

を
行

い
ま

す
。

 

（
４

－
２

６
ペ

ー
ジ

）
 

通
常

は
使

用
し

ま
せ

ん
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４４４４．．．．９９９９    【ＭＥＡＳ】【ＭＥＡＳ】【ＭＥＡＳ】【ＭＥＡＳ】項目項目項目項目のののの設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ】画面では下記のパラメータを設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定項目一覧 

ここで設定できる項目を下表にまとめます。 

 

設定項目 内容 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ 流量単位を設定します。 

Ａ－ＯＵＴ アナログ出力を設定します。 

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴゼロ調整、スパン調整、低量カット値を設定します。

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ 出力及び表示の応答スピードを設定します。 

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ たまり水水位を設定します。 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ 積算を設定します。 

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 正逆変更確認処理を設定します。 

ＤＩＳＰＬＡＹ 流速、水位表示を設定します。 

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 受波なし状態時の処理を設定します。 

 

     印の付いている項目は↑、↓（矢印）キーが有効になっていることを示しています。 

    印の付いている項目は数字キーが有効になっていることを示しています。 

 

４４４４．．．．９９９９．．．．１１１１    ＦＬＯＷＦＬＯＷＦＬＯＷＦＬＯＷ    ＵＮＩＴＵＮＩＴＵＮＩＴＵＮＩＴ設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ】画面で”ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（１１１１））））    ＵＮＩＴＵＮＩＴＵＮＩＴＵＮＩＴ    

 流量単位を設定します。 

 設定範囲： 

  ｍ３／Ｄ、ｍ３／ｈ、ｍ３／ｍｉｎ、ｍ３／ｓ 

  Ｌ／Ｄ、Ｌ／ｈ、Ｌ／ｍｉｎ、Ｌ／ｓ 

注）ｍ３はｍ

３

を表しています。 

（（（（２２２２））））    ＭＵＬＴＩＰＬＩＥＲＭＵＬＴＩＰＬＩＥＲＭＵＬＴＩＰＬＩＥＲＭＵＬＴＩＰＬＩＥＲ    

 流量単位に添える乗数を選択します。 

 設定範囲： 

  Ｅ－６、Ｅ－３、Ｅ＋０ 

  Ｅ＋３、Ｅ＋６、Ｅ＋９ 

注）Ｅ－６は１０

－６

を表しています。 

１２３ 

【ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ】 

 
ＵＮＩＴ 

 

            ｍ３／ｈ 

ＭＵＬＴＩＰＬＩＥＲ 

             Ｅ＋３ 

図４－９－２  

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ設定画面 

【ＭＥＡＳ】 

 

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

          ０．０００ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－９－１ ＭＥＡＳ設定画

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ         



 

4-16 

    

４４４４．．．．９９９９．．．．２２２２    Ａ－ＯＵＴＡ－ＯＵＴＡ－ＯＵＴＡ－ＯＵＴのののの設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ】画面で”Ａ－ＯＵＴ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

（（（（１１１１））））    ＦＬＯＷＦＬＯＷＦＬＯＷＦＬＯＷ    ＡＯＵＴＡＯＵＴＡＯＵＴＡＯＵＴ    ＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥ    

 流量のアナログ出力パターンを設定します。 

 設定範囲：

（＊１）（＊２）

 

   ＋、＋／－ 

（（（（２２２２））））    ＭＡＸＭＡＸＭＡＸＭＡＸ    ＦＬＯＷＦＬＯＷＦＬＯＷＦＬＯＷ    

 最大流量を設定します。計測された流量が、最大流量値

をこえると、アナログ出力が２０ｍＡとなります。 

注）ここで、入力した小数点の位置は計測値に反映されま

す。たとえば、１．０００と入力した場合は計測値の小数

点以下の桁数は３桁となります。単位は”ＦＬＯＷ ＵＮ

ＩＴ”で設定したものになります。 

 設定範囲： 

   ０．０００１～９９９９９９ 

（（（（３３３３））））    ＶＥＬ．ＶＥＬ．ＶＥＬ．ＶＥＬ．    ＡＯＵＴＡＯＵＴＡＯＵＴＡＯＵＴ    ＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥＴＹＰＥ    

 流速のアナログ出力パターンを設定します。 

 設定範囲：

（＊１）（＊２）

 

   ＋、＋／－ 

（（（（４４４４））））    ＭＡＸＭＡＸＭＡＸＭＡＸ    ＶＥＬ．ＶＥＬ．ＶＥＬ．ＶＥＬ．    

 最大流速を設定します。計測された流速が、最大流速値

をこえると、アナログ出力が２０ｍＡとなります。単位は

ｍ／ｓです。 

 設定範囲： 

   ０．０００１～５．０００ 

（（（（５５５５））））    ＭＡＸＭＡＸＭＡＸＭＡＸ    ＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬ

（＊（＊（＊（＊３３３３））））

    

 最大水位を設定します。計測された水位が、最大水位値

をこえると、アナログ出力が２０ｍＡとなります。単位は

ｍです。 

 設定範囲： 

   ０．００１～５．０００ 

（＊１）＋設定時、正流のみを４－２０ｍＡで出力し、逆

流時は４ｍＡ固定となります。＋／－設定時、正

逆流ともに４－２０ｍＡを出力します。 

（＊２）選択項目の詳細は表７－２を参照してください。 

（＊３）製品の仕様によっては設定できないことがありま

す。 

 

１２３ 

１２３ 

１２３ 

【Ａ－ＯＵＴ】 

 
ＦＬＯＷ ＡＯＵＴ ＴＹＰＥ 

 

             ＋／－ 

ＭＡＸ ＦＬＯＷ 

０．３０００ Ｅ＋３  ｍ３／ｈ 

ＶＥＬ． ＡＯＵＴ ＴＹＰＥ 

             ＋／－ 

ＭＡＸ ＶＥＬ． 

        １．００ ｍ／ｓ 

ＭＡＸ ＬＥＶＥＬ 

       ５．０００   ｍ 

図４－９－３ Ａ－ＯＵＴ設定

画面 
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４４４４．．．．９９９９．．．．３３３３    ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴのののの設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ】画面で”ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ”を選択します。 

 

 

 

 

この画面では、流量、流速、水位の選択を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

４４４４．．．．９９９９．．．．４４４４    流量流量流量流量ののののゼロゼロゼロゼロ点調整値点調整値点調整値点調整値、、、、スパンスパンスパンスパン調整値調整値調整値調整値、、、、低流量低流量低流量低流量カットカットカットカットのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】画面で”ＦＬＯＷ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

（（（（１１１１））））    ＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ    ＋＋＋＋    

 正流時の流量のゼロ点調整値を設定します。単位は 

”ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ”で設定したものになります。 

 設定範囲：

（＊１）

 

   －９９９９９～９９９９９９

 

（（（（２２２２））））    ＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮ    ＣＯＲＲ．＋ＣＯＲＲ．＋ＣＯＲＲ．＋ＣＯＲＲ．＋    

 正流時の流量のスパン補正値を設定します。 

 設定範囲： 

   ０．１００～２．０００ 

（（（（３３３３））））    ＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯ    ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＋＋＋＋    

 逆流時の低流量カット値を設定します。単位は 

”ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ”で設定したものになります。 

 設定範囲：

（＊１）

 

   ０．００００～９９９９９９ 

（（（（４４４４））））    ＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ    －－－－    

 逆流時の流量のゼロ点調整値を設定します。単位は 

”ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ”で設定したものになります。 

 設定範囲：

（＊１）

 

   －９９９９９～９９９９９９

 

（（（（５５５５））））    ＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮ    ＣＯＲＲ．－ＣＯＲＲ．－ＣＯＲＲ．－ＣＯＲＲ．－    

 逆流時の流量のスパン補正値を設定します。 

 設定範囲： 

   ０．１００～２．０００ 

（（（（６６６６））））    ＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯ    ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    －－－－    

 逆流時の低流量カット値を設定します。単位は 

”ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ”で設定したものになります。 

 設定範囲：

（＊１）

 

   －９９９９９～０．００００ 

（＊１）符号、小数点を含み有効桁数は５桁です。 

 

１２３ 

１２３ 

１２３ 

【ＦＬＯＷ】 

 
ＺＥＲＯ  ＳＨＩＦＴ  ＋ 

 

０．００００ Ｅ＋３  ｍ３／ｈ 

ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ． ＋ 

      １．０００ 

ＺＥＲＯ ＣＵＴ ＋ 

０．００００ Ｅ＋３  ｍ３／ｈ 

ＺＥＲＯ ＳＨＩＦＴ － 

０．００００ Ｅ＋３  ｍ３／ｈ 

ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ． － 

      １．０００ 

ＺＥＲＯ ＣＵＴ － 

０．００００ Ｅ＋３  ｍ３／ｈ 

 

図４－９－５ 

ＦＬＯＷの設定画面 

１２３ 

１２３ 

１２３ 

【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】 

 

ＶＥＬＯＣＩＴＹ  

ＬＥＶＥＬ  

図４－９－４ 

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ設定画面 

ＦＬＯＷ         
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４４４４．．．．９９９９．．．．５５５５    流速流速流速流速ののののゼロゼロゼロゼロ点調整値点調整値点調整値点調整値、、、、スパンスパンスパンスパン調整値調整値調整値調整値、、、、低流速低流速低流速低流速カットカットカットカットのののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】画面で”ＶＥＬＯＣＩＴＹ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（１１１１））））    ＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ    ＋＋＋＋    

 正流時の流速のゼロ点調整値を設定します。 

単位はｍ／ｓです。 

 設定範囲： 

   －５．０００～５．０００ 

（（（（２２２２））））    ＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮ    ＣＯＲＲＣＯＲＲＣＯＲＲＣＯＲＲ．＋ 

 正流時の流速のスパン補正値を設定します。 

 設定範囲： 

   ０．１００～２．０００ 

（（（（３３３３））））    ＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯ    ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    ＋＋＋＋    

 正流時の低流速カット値を設定します。単位はｍ／ｓで

す。 

 設定範囲： 

   ０．０００～５．０００ 

（（（（４４４４））））    ＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ    －－－－    

 逆流時の流速のゼロ点調整値を設定します。 

単位はｍ／ｓです。 

 設定範囲： 

   －５．０００～５．０００ 

（（（（５５５５））））    ＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮ    ＣＯＲＲＣＯＲＲＣＯＲＲＣＯＲＲ．－ 

 逆流時の流速のスパン補正値を設定します。 

 設定範囲： 

   ０．１００～２．０００ 

（（（（６６６６））））    ＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯ    ＣＵＴＣＵＴＣＵＴＣＵＴ    －－－－    

 逆流時の低流速カット値を設定します。単位はｍ／ｓで

す。 

 設定範囲： 

   －５．０００～０．０００

 

注）ゼロ点調整値、スパン補正値、低量カット値の関係は以下の様になります。 

 

ｙ = α
＋ ｘ ＋ β

＋

   （α
＋ ｘ ＋ β

＋

≧γ
＋

） 

   = α
－ ｘ ＋ β

－

   （α
－ ｘ ＋ β

－

≦γ
－

） 

   = ０              その他 

 

ただし、ｘ：ゼロ補正、スパン補正、低量カット前の値 

      ｙ：ゼロ補正、スパン補正、低量カット後の値 

      α
＋

、β
＋

、γ
＋

：正流時のスパン補正値、ゼロ点調整値、低量カット値 

      α
－

、β
－

、γ
－

：逆流時のスパン補正値、ゼロ点調整値、低量カット値 

 

１２３ 

１２３ 

１２３ 

【ＶＥＬＯＣＩＴＹ】 

 
ＺＥＲＯ  ＳＨＩＦＴ  ＋

 

       ０．０００ ｍ／ｓ 

ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ．＋ 

       １．０００ 

ＺＥＲＯ ＣＵＴ ＋ 

       ０．０００ ｍ／ｓ 

ＺＥＲＯ ＳＨＩＦＴ － 

       ０．０００ ｍ／ｓ 

ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ．ー 

       １．０００ 

ＺＥＲＯ ＣＵＴ － 

       ０．０００ ｍ／ｓ 

 

図４－９－６ 

ＶＥＬＯＣＩＴＹの設定画面 

１２３ 

１２３ 

１２３ 
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４４４４．．．．９９９９．．．．６６６６    水位水位水位水位ののののゼロゼロゼロゼロ点調整値点調整値点調整値点調整値、、、、スパンスパンスパンスパン調整値調整値調整値調整値のののの設定設定設定設定をををを行行行行いますいますいますいます。。。。    

【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】画面で”ＬＥＶＥＬ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（１１１１））））    ＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯＺＥＲＯ    ＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴＳＨＩＦＴ    

 水位のゼロ点調整値を設定します。単位はｍになります。 

 設定範囲： 

   －５．０００～５．０００ 

（（（（２２２２））））    ＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮＳＰＡＮ    ＣＯＲＲ．ＣＯＲＲ．ＣＯＲＲ．ＣＯＲＲ．    

 水位のスパン調整値を設定します。 

 設定範囲： 

   ０．１００～２．０００ 

 

 

 

    

    

４４４４．．．．９９９９．．．．７７７７    ＳＭＯＯＴＨＩＮＧＳＭＯＯＴＨＩＮＧＳＭＯＯＴＨＩＮＧＳＭＯＯＴＨＩＮＧのののの設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ】画面で”ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＬＯＷＦＬＯＷＦＬＯＷＦＬＯＷ    

 流量出力及び、表示の応答スピードを設定します。単位

は秒です。 

 設定範囲： 

   ０～１２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４４４．．．．９９９９．．．．８８８８    ＰＯＯＬＰＯＯＬＰＯＯＬＰＯＯＬ    ＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬのののの設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ】画面で”ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ”を選択します。 

    

    

    

    

    

    

ＰＯＯＬＰＯＯＬＰＯＯＬＰＯＯＬ    ＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬＬＥＶＥＬ    

 たまり水の設定を行います。ここで設定した水位以下に

なると流量は０になります。単位はｍです。 

 設定範囲 

   ０．０００～５．０００    

    

図４－９－９ 

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬの設定画面 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

 
ＰＯＯＬ  ＬＥＶＥＬ 

 

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

１２３ 

１２３ 

１２３ 

１２３ 

【ＬＥＶＥＬ】 

 
ＺＥＲＯ  ＳＨＩＦＴ 

 

       ０．０００   ｍ 

ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ． 

       １．０００ 

図４－９－７ ＬＥＶＥＬの設定

【ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ】 

 
ＦＬＯＷ 

 

          １５   ｓ 

 

図４－９－８ 

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧの設定画面 
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４４４４．．．．９９９９．．．．９９９９    ＴＯＴＡＬＩＺＥＲＴＯＴＡＬＩＺＥＲＴＯＴＡＬＩＺＥＲＴＯＴＡＬＩＺＥＲのののの設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ画面】で”ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ”を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（１１１１））））    ＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮＦＵＮＣＴＩＯＮ    

 積算機能のＯＮ、ＯＦＦを設定します。積算パルス出力

と連動しています。 

 設定範囲： 

  ＯＮ、ＯＦＦ 

ＯＮに設定するとＵＮＩＴ設定画面が表示されます。 

（（（（２２２２））））    ＵＮＩＴＵＮＩＴＵＮＩＴＵＮＩＴ    

 積算単位、乗数を設定します。 

 設定範囲： 

  Ｅ＋３ ｍ３、Ｅ＋２ ｍ３、Ｅ＋１ ｍ３、ｍ３、 

  Ｅ－１ ｍ３、Ｅ－２ ｍ３、Ｅ－３ ｍ３ 

注）Ｅ＋３は１０

＋３

、ｍ３はｍ

３

を表しています。 

（（（（３３３３））））    ＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰＳＴＯＰ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ    

 積算機能の停止方法を設定します。 

 設定範囲： 

  ＭＡＮＵＡＬ、ＴＩＭＥＲ 

ＴＩＭＥＲに設定すると時間を設定する画面が表示され

ます。 

（（（（４４４４））））    Ｈ：Ｈ：Ｈ：Ｈ：    

 積算機能停止時間を設定します。単位は時間です。 

 設定範囲： 

   ０～９９ 

（（（（５５５５））））    Ｍ：Ｍ：Ｍ：Ｍ：    

 積算機能停止時間を設定します。単位は分です。 

 設定範囲： 

   ０～５９ 

（（（（６６６６））））    Ｓ：Ｓ：Ｓ：Ｓ：    

 積算機能停止時間を設定します。単位は秒です。 

 設定時間： 

   ０～５９ 

 注）Ｈ：、Ｍ：、Ｓ：の項目は”ＳＴＯＰ ＭＯＤＥ”

をＴＩＭＥＲに設定した時のみ表示されます。 

１２３ 

１２３ 

１２３ 

【ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ】 

 
ＦＵＮＣＴＩＯＮ 

 

             ＯＦＦ 

図４－９－１０ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲの設定画面 

【ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ】 

 
ＦＵＮＣＴＩＯＮ 

 

              ＯＮ 

ＵＮＩＴ 

          Ｅ＋３ ｍ３ 

ＳＴＯＰ ＭＯＤＥ 

          ＭＡＮＵＡＬ 

図４－９－１１ 

ＦＵＮＣＴＩＯＮの設定を 

“ＯＮ”にした画面 

【ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ】 

ＦＵＮＣＴＩＯＮ 

              ＯＮ 

ＵＮＩＴ 

          Ｅ＋３ ｍ３ 

 ＳＴＯＰ  ＭＯＤＥ  

           ＴＩＭＥＲ 

Ｈ： 

           ０   Ｈ 

Ｍ： 

           ０   Ｍ 

Ｓ： 

           １   Ｓ 

図４－９－１２ 

ＳＴＯＰ ＭＯＤＥの設定を 

“ＴＩＭＥＲ”にした画面 
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４４４４．．．．９９９９．．．．１０１０１０１０    ＦＷ／ＢＷＦＷ／ＢＷＦＷ／ＢＷＦＷ／ＢＷ    ＯＰＥＯＰＥＯＰＥＯＰＥ設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ画面】で”ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ”を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

ＦＷ／ＢＷＦＷ／ＢＷＦＷ／ＢＷＦＷ／ＢＷ    ＯＰＥＯＰＥＯＰＥＯＰＥ    

 正逆変更確認処理を設定します。この機能は流量がゼロ

付近で正流／逆流を行き来する時ＱＢＷ接点も連動して煩

雑に変化するので、これを回避するためのものです。 

ＯＮにしたとき、機能が有効になります。 

 設定範囲： 

  ＯＮ、ＯＦＦ 

 

    

    

    

    

    

    

    

４４４４．．．．９９９９．．．．１１１１１１１１    ＤＩＳＰＬＡＹＤＩＳＰＬＡＹＤＩＳＰＬＡＹＤＩＳＰＬＡＹ設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ画面】で”ＤＩＳＰＬＡＹ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（１１１１）ＬＥＶＥＬ）ＬＥＶＥＬ）ＬＥＶＥＬ）ＬＥＶＥＬ    ＤＩＳＰＬＡＹＤＩＳＰＬＡＹＤＩＳＰＬＡＹＤＩＳＰＬＡＹ    

 計測画面に水位表示するかしないかを設定します。 

 設定範囲： 

  ＯＮ： 表示 

  ＯＦＦ：非表示 

    

（（（（２２２２）ＶＥＬ．ＤＩＳＰＬＡＹ）ＶＥＬ．ＤＩＳＰＬＡＹ）ＶＥＬ．ＤＩＳＰＬＡＹ）ＶＥＬ．ＤＩＳＰＬＡＹ    

 計測画面に流速表示をするかしないかを設定します。 

 設定範囲： 

  ＯＮ： 表示 

  ＯＦＦ：非表示 

    

    

    

４４４４．．．．９９９９．．．．１２１２１２１２    ＲＯＦＦＲＯＦＦＲＯＦＦＲＯＦＦ    ＯＰＥＯＰＥＯＰＥＯＰＥ設定設定設定設定    

【ＭＥＡＳ画面】で”ＲＯＦＦ ＯＰＥ”を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＯＦＦＲＯＦＦＲＯＦＦＲＯＦＦ    ＯＰＥＯＰＥＯＰＥＯＰＥ    

 受波なし状態時の流量表示及び出力を設定します。 

 設定範囲： 

  ０％、１００％、ＨＯＬＤ 

 

注）水位計が受波なし状態または、流速計のすべてのセ

ンサが受波なし状態のときに、受波なし状態となり

ます。 

 

 

 

 

図４－９－１３ 

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥの設定画面 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

 
ＦＷ／ＢＷ  ＯＰＥ 

 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

ＲＯＦＦ ＯＰＥ 

           ＨＯＬＤ 

図４－９－１４ 

ＤＩＳＰＬＡＹの設定画面 

【ＤＩＳＰＬＡＹ】 

 
ＬＥＶＥＬ ＤＩＳＰＬＡＹ  

             ＯＦＦ 

ＶＥＬ． ＤＩＳＰＬＡＹ 

             ＯＦＦ 

【ＭＥＡＳ】 

ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ              

Ａ－ＯＵＴ                      

ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ      

ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ              

ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ 

       ０．０００   ｍ 

ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ              

ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ 

             ＯＦＦ 

ＤＩＳＰＬＡＹ                  

 
ＲＯＦＦ  ＯＰＥ 

 

           ＨＯＬＤ 

 

図４－９－１５ 

ＲＯＦＦ ＯＰＥの設定画面 
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４４４４．．．．１０１０１０１０    【ＣＨＥＣＫ】【ＣＨＥＣＫ】【ＣＨＥＣＫ】【ＣＨＥＣＫ】項目項目項目項目のののの設定設定設定設定    

 

【ＣＨＥＣＫ】画面では下記のパラメータを設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定項目一覧 

ここで設定できる項目を下表にまとめます。 

 

設定項目 内容 

Ａ－ＯＵＴ 表示値及びアナログ出力を一時的に固定することが

できます。 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 自己診断を行います。 

ＧＡＩＮ ゲインを設定します。 

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 基礎データを表示します。 

ＭＵＬＴＩ ＳＥＮＳ. センサを一時的に固定します。 

  

     印の付いている項目は↑、↓（矢印）キーが有効になっていることを示しています。 

     印の付いている項目は数字キーが有効になっていることを示しています。 

 

４４４４．．．．１０１０１０１０．．．．１１１１    Ａ－ＯＵＴＡ－ＯＵＴＡ－ＯＵＴＡ－ＯＵＴ設定設定設定設定    

【ＣＨＥＣＫ】画面で”Ａ－ＯＵＴ”を選択します。 

 

 

 

この画面では、流量、流速、水位の選択を行います。

 

１２３ 

【ＣＨＥＣＫ】 

 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 

ＧＡＩＮ                        

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 

ＭＵＬＴＩ ＳＥＮＳ. 

          ＦＩＮＩＳＨ 

図４－１０－１ ＣＨＥＣＫ画面 

【Ａ－ＯＵＴ】 

 
ＦＬＯＷ 

 

ＶＥＬＯＣＩＴＹ  

ＬＥＶＥＬ  

図４－１０－２ Ａ－ＯＵＴの設定

Ａ－ＯＵＴ         
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４４４４．．．．１０１０１０１０．．．．２２２２    流量流量流量流量アナログアナログアナログアナログ出力出力出力出力ののののチェックチェックチェックチェック    

【Ａ－ＯＵＴ】画面で“ＦＬＯＷ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（１１１１））））    ＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥ    

 流量値を任意の値に固定します。 

流量の指定は【ＭＥＡＳ】→【Ａ－ＯＵＴ】画面の“ＭＡ

Ｘ ＦＬＯＷ”で設定した値に対する％値で入力します。 

注）０％→４ｍＡ、１００％→２０ｍＡとなります。 

  設定範囲： 

  －１００．０～１００．０ 

（（（（２２２２））））    ＳＥＴＴＩＮＧＳＥＴＴＩＮＧＳＥＴＴＩＮＧＳＥＴＴＩＮＧ    

 流量値を固定するかしないかを設定します。 

設定範囲： 

   ＯＮ、ＯＦＦ 

 

“ＳＥＴＴＩＮＧ”をＯＮに設定し計測画面に戻ると“Ｖ

ＡＬＵＥ”で設定した値に比例したアナログ値が出力され

ます。 

設定を解除する場合は、再度このメニューを選択し”ＳＥ

ＴＴＩＮＧ”をＯＦＦに設定し計測画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４４４．．．．１０１０１０１０．．．．３３３３    流速流速流速流速アナログアナログアナログアナログ出力出力出力出力ののののチェックチェックチェックチェック    

【Ａ－ＯＵＴ】画面で“ＶＥＬＯＣＩＴＹ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

（（（（１１１１））））    ＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥ    

 流速値を任意の値に固定します。 

流速の指定は【ＭＥＡＳ】→【Ａ－ＯＵＴ】画面の“ＭＡ

Ｘ ＶＥＬ．”で設定した値に対する％値で入力します。 

  設定範囲： 

  －１００．０～１００．０ 

（（（（２２２２））））    ＳＥＴＴＩＮＧＳＥＴＴＩＮＧＳＥＴＴＩＮＧＳＥＴＴＩＮＧ    

 流速値を固定するかしないかを設定します。 

  設定範囲： 

  ＯＮ、ＯＦＦ 

 

“ＳＥＴＴＩＮＧ”をＯＮに設定し計測画面に戻ると“Ｖ

ＡＬＵＥ”で設定した値に比例したがアナログ値が出力さ

れます。 

 

 

 

 

 

Ｑ 

 

      Ｅ＋３ ｍ３／ｍｉｎ 

 

Ｈ   １．０００ ｍ    

Ｖ    １．００ ｍ／ｓ  

 

Ｉ＋      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

Ｉ－      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

 

   ＣＨＫ－Ｑ 

０．３０００

０ 

チェック項目で流量アナログ出力を設定すると、 

計測画面で“ＣＨＫ－Ｑ”が表示されます。 

１２３ 

１２３ 

【ＦＬＯＷ】 

 
ＶＡＬＵＥ 

 

       １００．０   ％ 

ＳＥＴＴＩＮＧ 

             ＯＦＦ 

図４－１０－３ ＦＬＯＷ設定

【ＶＥＬＯＣＩＴＹ】 

 
ＶＡＬＵＥ 

 

       １００．０   ％ 

ＳＥＴＴＩＮＧ 

             ＯＦＦ 

図４－１０－５ 

ＶＥＬＯＣＩＴＹ設定画面 

図４－１０－４ 

流量値が任意の値に固定されている時の計測画面 
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４４４４．．．．１０１０１０１０．．．．４４４４    水位水位水位水位アナログアナログアナログアナログ出力出力出力出力ののののチェックチェックチェックチェック    

【Ａ－ＯＵＴ】画面で“ＬＥＶＥＬ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（１１１１））））    ＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥＶＡＬＵＥ    

 水位値を任意の値に固定します。 

水位の指定は【ＭＥＡＳ】→【Ａ－ＯＵＴ】画面の“ＭＡ

Ｘ ＬＥＶＥＬ”で設定した値に対する％値で入力します。 

  設定範囲： 

  ０．０～１００．０ 

（（（（２２２２））））    ＳＥＴＴＩＮＧＳＥＴＴＩＮＧＳＥＴＴＩＮＧＳＥＴＴＩＮＧ    

 水位値を固定するかしないかを設定します。 

  設定範囲： 

  ＯＮ、ＯＦＦ 

“ＳＥＴＴＩＮＧ”をＯＮに設定し計測画面に戻ると“Ｖ

ＡＬＵＥ”で設定した値に比例したアナログ値が出力され

ます。 

 

 

 

 

 

 

注） 流量、流速、水位アナログ出力をすべて設定すると 

“ＣＨＫ－ＨＶＱ”と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 

 

      Ｅ＋３ ｍ３／ｍｉｎ 

 

Ｈ   １．０００ ｍ    

Ｖ    １．００ ｍ／ｓ  

 

Ｉ＋      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

Ｉ－      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

 

   ＣＨＫ－Ｖ 

０．３０００ 

チェック項目で流速アナログ出力を設定すると、 

計測画面で“ＣＨＫ－Ｖ”が表示されます。 

 

 

 

 

 

Ｑ 

 

      Ｅ＋３ ｍ３／ｍｉｎ 

 

Ｈ   １．０００ ｍ    

Ｖ    １．００ ｍ／ｓ  

 

Ｉ＋      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

Ｉ－      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

 

   ＣＨＫ－Ｈ 

０．３０００ 

チェック項目で水位アナログ出力を設定すると、 

計測画面で“ＣＨＫ－Ｈ”が表示されます。 

１２３ 
【ＬＥＶＥＬ】 

 
ＶＡＬＵＥ 

 

       １００．０   ％ 

ＳＥＴＴＩＮＧ 

             ＯＦＦ 

図４－１０－７ 

ＬＥＶＥＬ設定画面 

図４－１０－６ 

流速値が任意の値に固定されている時の計測画面 

図４－１０－８ 

水位値が任意の値に固定されているの時の計測画面 
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４４４４．．．．１０１０１０１０．．．．５５５５    ＳＥＬＦＳＥＬＦＳＥＬＦＳＥＬＦ    ＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫ    

【ＣＨＥＣＫ】画面で“ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ”を選択します。＜通常は使用しません＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＥＬＦＳＥＬＦＳＥＬＦＳＥＬＦ    ＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫ    

流量計本体の自己診断を実行します。 

“ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ”を選択し＜ＥＮＴ＞キーを押す

と図４－１０－１０のような自己診断結果表示になります。 

 

注）この項目は本機器に異常が生じた場合、故障究明の目

安となるデータです。 

自己診断の結果”ＮＧ”が表示された場合には、当社

営業所に連絡してください。 

【ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ】 

 

ＦＣ ＣＨＥＣＫ 

  ＲＯＭ ： ＯＫ 

  ＲＡＭ ： ＯＫ 

 

Ｖ ＣＨＥＣＫ 

  ＲＯＭ１： ＯＫ 

  ＲＯＭ２： ＯＫ 

  ＲＡＭ ： ＯＫ 

  Ｉ／Ｏ ： ＯＫ 

  ＴＥＭＰ： ＯＫ 

 

 

Ｐｒｅｓｓ ［ＥＸＩＴ］ 

        ｔｏ ＥＸＩＴ． 

図４－１０－１０ 

自己診断結果画面例 

【ＣＨＥＣＫ】 

Ａ－ＯＵＴ                     

 
ＳＥＬＦ  ＣＨＥＣＫ 

 

ＧＡＩＮ                        

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 

ＭＵＬＴＩ ＳＥＮＳ． 

           ＦＩＮＩＳＨ 

図４－１０－９ 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ実行画面 
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４４４４．．．．１０１０１０１０．．．．６６６６    ＧＡＩＮＧＡＩＮＧＡＩＮＧＡＩＮ設定設定設定設定    

【ＣＨＥＣＫ】画面で“ＧＡＩＮ”を選択します。＜通常は使用しません＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（（（（１１１１））））    ＧＡＩＮＧＡＩＮＧＡＩＮＧＡＩＮ    

ＧＡＩＮを選択し＜ＥＮＴ＞キーを押すと、図４－１０－

１２のゲイン設定画面へと移動します。 

 

注注注注））））ゲインゲインゲインゲインはははは変更変更変更変更しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。計測計測計測計測がががが正常正常正常正常にできにできにできにでき

なくなることがありますなくなることがありますなくなることがありますなくなることがあります。。。。ゲインゲインゲインゲインのののの調整調整調整調整にはにはにはにはオシロオシロオシロオシロ

スコープスコープスコープスコープがががが必要必要必要必要ですですですです。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（２２２２））））    ＧＡＩＮＧＡＩＮＧＡＩＮＧＡＩＮ    ＃＃＃＃１１１１～＃～＃～＃～＃４４４４    

ゲインを変更するセンサ番号を選択し＜ＥＮＴ＞キーを押

すと、図４－１０－１３のＡＧＣおよびゲイン値の設定画

面へと移動します（＃２～＃４は使用する場合のみ表示さ

れます）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＣＨＥＣＫ】 

Ａ－ＯＵＴ                      

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 

 
ＧＡＩＮ 

  

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 

ＭＵＬＴＩ ＳＥＮＳ． 

          ＦＩＮＩＳＨ 

図４－１０－１１ 

ＧＡＩＮの設定画面 

【ＧＡＩＮ】 

 

ＧＡＩＮ ＃２                  

ＧＡＩＮ ＃３                                 

ＧＡＩＮ ＃４                          

 

 

図４－１０－１２ 

 ＧＡＩＮ画面 

図４－１０－１３ 

ＡＧＣを“ＯＦＦ”に 

設定した画面 

ＧＡＩＮ ＃１                                  

（（（（３３３３）ＡＧＣ）ＡＧＣ）ＡＧＣ）ＡＧＣ    

 
 

ゲインを自動で設定するか、手動で設定するかの選択を

します。 

設定範囲： 

  ＯＮ、ＯＦＦ 

ＡＧＣ（Ａｕｔｏ Ｇａｉｎ Ｃｏｎｔｒｏｌ）をＯＮ

にすると、ゲインは計測中も自動で調整されます。ＡＧ

ＣをＯＦＦにしたときのみＧＡＩＮは表示され、手動で

値を入力することができます。 

＃２～＃４の操作も同様です。 

 

注注注注））））オートゲインコントロールオートゲインコントロールオートゲインコントロールオートゲインコントロールはははは長期的長期的長期的長期的にににに受信感度受信感度受信感度受信感度がががが変変変変

動動動動するようなするようなするようなするような場合場合場合場合にににに受信機出力受信機出力受信機出力受信機出力レベルレベルレベルレベルをををを一定一定一定一定にににに保保保保つつつつ

働働働働きをするものですきをするものですきをするものですきをするものです。。。。短期間短期間短期間短期間にににに泡泡泡泡などがなどがなどがなどが混入混入混入混入してしてしてして受受受受

信感度信感度信感度信感度がががが変動変動変動変動するようなするようなするようなするような場合場合場合場合にはにはにはには使用使用使用使用しないでくだしないでくだしないでくだしないでくだ

さいさいさいさい。。。。 

【ＧＡＩＮ ＃１】 

 

             ＯＦＦ 

ＧＡＩＮ 

             １７０ 

ＡＧＣ  
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４４４４．．．．１０１０１０１０．．．．７７７７    ＢＡＳＩＣＢＡＳＩＣＢＡＳＩＣＢＡＳＩＣ    ＤＡＴＡＤＡＴＡＤＡＴＡＤＡＴＡ    

【ＣＨＥＣＫ】画面で“ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ”を選択します。＜通常は使用しません＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡを選択し＜ＥＮＴ＞キーを押すと 

基礎データを表示します。 

基礎データ表示画面を図４－１０－１６に示します。 

基礎データ表示画面で＜ＥＸＩＴ＞キーを押し 

【ＣＨＥＣＫ】画面へ戻ってください。 

 

注）この項目は本機器に異常が生じた場合、故障究明の目

安となるデータです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

【ＣＨＥＣＫ】 

Ａ－ＯＵＴ 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 

ＧＡＩＮ 

 ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ  

ＭＵＬＴＩ ＳＥＮＳ． 

          ＦＩＮＩＳＨ 

図４－１０－１５ 

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ選択画面 

【ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ】 

ＦＬＵＩＤ ＴＥＭＰ． 

         ２５．０  ℃

ＳＯＵＮＤ ＳＰＥＥＤ 

        １５００ ｍ／ｓ

ＮＯ． ＯＦ Ａ／Ｄ 

              ２０

ＧＡＩＮ ＃１      １７０

     ＃２      １７０

     ＃３      １７０

     ＃４      １７０

 

 

 

Ｐｒｅｓｓ ［ＥＸＩＴ］ 

        ｔｏ ｅｘｉｔ．

図４－１０－１６ 

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ表示画面例 

図４－１０－１４ 

ＧＡＩＮ値手動設定画面 

【ＧＡＩＮ ＃１】 

ＡＧＣ 

             ＯＦＦ 

 

             １７０ 

ＧＡＩＮ 

（（（（４４４４）ＧＡＩＮ）ＧＡＩＮ）ＧＡＩＮ）ＧＡＩＮ    

 
 

ＡＧＣがＯＦＦのとき、ＧＡＩＮを手動で入力します。設

定画面を図４－１０－１４に示します。数値キーでなく、

矢印キーが有効であることに注意してください。 

＃２～＃４の操作も同様です。 
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４４４４．．．．１０１０１０１０．．．．８８８８    ＭＵＬＴＩＭＵＬＴＩＭＵＬＴＩＭＵＬＴＩ    ＳＥＮＳＳＥＮＳＳＥＮＳＳＥＮＳ. . . . 設定設定設定設定    

【ＣＨＥＣＫ】画面で“ＭＵＬＴＩ ＳＥＮＳ．”を選択します。＜通常は使用しません＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＵＬＴＩＭＵＬＴＩＭＵＬＴＩＭＵＬＴＩ    ＳＥＮＳ．ＳＥＮＳ．ＳＥＮＳ．ＳＥＮＳ．    

 センサ切換チェック機能を選択します。 

 設定範囲： 

ＦＩＮＩＳＨ、ＳＥＮＳ．１、ＳＥＮＳ．２、 

ＳＥＮＳ．３、ＳＥＮＳ．４ 

 

ＦＩＮＩＳＨ： 

  センサ切換チェック機能を終了します。 

ＳＥＮＳ．１～ＳＥＮＳ．４： 

選択されたセンサを固定し、センサ切換チェック機能

を有効にします。センサ切換チェック機能が有効であ

る場合、計測画面に”ＣＨＫ－Ｍ”が表示されます。

（図４－１０－１８） 

 

注）表示器に表示される流量及び流速は固定されたセンサ

から導出した値になります。実際の流れとは異なりま

す。 

  製品仕様により選択項目が異なる場合があります。

 

 

 

 

 

Ｑ 

 

      Ｅ＋３ ｍ３／ｍｉｎ 

 

Ｈ   １．０００ ｍ    

Ｖ    １．００ ｍ／ｓ  

 

Ｉ＋      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

Ｉ－      ０ Ｅ＋３ ｍ３ 

 

   ＣＨＫ－Ｍ 

０．３０００ 

センサ切換チェック機能有効時、 

計測画面で“ＣＨＫ－Ｍ”が表示されます。 

【ＣＨＥＣＫ】 

Ａ－ＯＵＴ 

ＳＥＬＦ ＣＨＥＣＫ 

ＧＡＩＮ 

ＢＡＳＩＣ ＤＡＴＡ 

 

          ＦＩＮＩＳＨ 

図４－１０－１７ 

ＭＵＬＴＩ ＳＥＮＳ．設定画面 

図４－１０－１８ 

センサ切換チェック機能有効画面 

ＭＵＬＴＩ ＳＥＮＳ． 
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設定を変更するには？ 

 

１．流量単位を変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＦＬＯＷ ＵＮＩＴ】に移動し “ＵＮＩＴ”、 “ＭＵＬＴＩＰＬＩＥＲ”の値を変更

します。 

 

２．流量のアナログ出力パターンを変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【Ａ－ＯＵＴ】に移動し“ＦＬＯＷ ＡＯＵＴ ＴＹＰＥ”の値を変更します。 

 

３．流量の最大値を変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【Ａ－ＯＵＴ】に移動し“ＭＡＸ ＦＬＯＷ”の値を変更します。 

 

４．流速のアナログ出力パターンを変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【Ａ－ＯＵＴ】に移動し“ＶＥＬ． ＡＯＵＴ ＴＹＰＥ”の値を変更します。 

 

５．流速の最大値を変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【Ａ－ＯＵＴ】に移動し“ＭＡＸ ＶＥＬ．”の値を変更します。 

 

６．水位の最大値を変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【Ａ－ＯＵＴ】に移動し“ＭＡＸ ＬＥＶＥＬ”の値を変更します。 

注）製品の仕様によって、この項目が無い場合があります。 

 

７．流量のゼロ点調整値を変更するには 

正流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＦＬＯＷ】に移動し“ＺＥＲＯ ＳＨＩＦＴ ＋”の値

を変更します。 

逆流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＦＬＯＷ】に移動し“ＺＥＲＯ ＳＨＩＦＴ －”の値

を変更します。 

 

８．流量のスパン補正値を変更するには 

正流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＦＬＯＷ】に移動し“ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ． ＋”の値

を変更します。 

逆流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＦＬＯＷ】に移動し“ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ． －”の値

を変更します。 

 

９．低流量カット値を変更するには 

正流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＦＬＯＷ】に移動し“ＺＥＲＯ ＣＵＴ ＋”の値を変

更します。 

逆流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＦＬＯＷ】に移動し“ＺＥＲＯ ＣＵＴ －”の値を変

更します。 
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１０．流速のゼロ点調整値を変更するには 

正流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＶＥＬＯＣＩＴＹ】に移動し“ＺＥＲＯ ＳＨＩＦＴ ＋”

の値を変更します。 

逆流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＶＥＬＯＣＩＴＹ】に移動し“ＺＥＲＯ ＳＨＩＦＴ －”

の値を変更します。 

 

１１．流速のスパン補正値を変更するには 

正流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＶＥＬＯＣＩＴＹ】に移動し“ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ． ＋”

の値を変更します。 

逆流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＶＥＬＯＣＩＴＹ】に移動し“ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ． －”

の値を変更します。 

 

１２．低流速カット値を変更するには 

正流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＶＥＬＯＣＩＴＹ】に移動し“ＺＥＲＯ ＣＵＴ ＋”の値

を変更します。 

逆流の場合は 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＶＥＬＯＣＩＴＹ】に移動し“ＺＥＲＯ ＣＵＴ －”の値

を変更します。 

 

１３．水位のゼロ点調整値を変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＬＥＶＥＬ】に移動し“ＺＥＲＯ ＳＨＩＦＴ”の値を

変更します。 

 

１４．水位のスパン補正値を変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＺＥＲＯ／ＳＰＡＮ／ＣＵＴ】－＞【ＬＥＶＥＬ】に移動し“ＳＰＡＮ ＣＯＲＲ．”の値を

変更します。 

 

１５．流量アナログ出力の応答スピードを変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ】に移動し“ＦＬＯＷ”の値を変更します。 

 

１６．たまり水水位を設定するには 

【ＭＥＡＳ】で“ＰＯＯＬ ＬＥＶＥＬ”の値を変更します。 

 

１７．積算機能を設定するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ】に移動し“ＦＵＮＣＴＩＯＮ”の値を変更します。 

 

１８．積算単位を変更するには 

 【ＭＥＡＳ】－＞【ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ】に移動し“ＦＵＮＣＴＩＯＮ”の値をＯＮ変更し積算機能を有効に

した後、 

“ＵＮＩＴ”の値を変更します。 

注）積算機能が無効になっているときには設定できません。 

 

１９．積算機能の停止方法を変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ】に移動し“ＦＵＮＣＴＩＯＮ”の値をＯＮ変更し積算機能を有効に

した後、 
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“ＳＴＯＰ ＭＯＤＥ”の値を変更します。 

注）積算機能が無効になっているときには設定できません。 

 

２０．積算機能停止時間を変更するには 

【ＭＥＡＳ】－＞【ＴＯＴＡＬＩＺＥＲ】に移動し“ＦＵＮＣＴＩＯＮ”の値をＯＮにし、“ＳＴＯＰ ＭＯ

ＤＥ”の値をＴＩＭＥＲに変更します。 

“Ｈ：”、“Ｍ：”、“Ｓ：”の値を変更します。 

注）積算機能が無効になっているときには設定できません。 

 

２１．流量ゼロ付近での方向接点（ＱＢＷ）のばたつきをおさえるには 

【ＭＥＡＳ】で“ＦＷ／ＢＷ ＯＰＥ”の値を変更します。 

 

２２．計測画面上の水位値を表示／非表示させるには 

【ＭＥＡＳ】ー＞【ＤＩＳＰＬＡＹ】で“ＬＥＶＥＬ ＤＩＳＰＬＡＹ”の値を変更します。 

 

２３．計測画面上の流速値を表示／非表示させるには 

【ＭＥＡＳ】ー＞【ＤＩＳＰＬＡＹ】で“ＶＥＬ． ＤＩＳＰＬＡＹ”の値を変更します。 

 

２４．受波なし処理を変更するには 

【ＭＥＡＳ】で“ＲＯＦＦ ＯＰＥ”の値を変更します。 

 

２５．アナログ出力を任意の値に固定するには 

○流量の場合 

【ＣＨＥＣＫ】－＞【Ａ－ＯＵＴ】－＞【ＦＬＯＷ】に移動し、出力値“ＶＡＬＵＥ”を変更し“ＳＥＴＴＩ

ＮＧ”をＯＮにし、計測画面に戻ります。 

○流速の場合 

【ＣＨＥＣＫ】－＞【Ａ－ＯＵＴ】－＞【ＶＥＬＯＣＩＴＹ】に移動し、出力値“ＶＡＬＵＥ”を変更し“ＳＥＴ

ＴＩＮＧ”をＯＮにし計測画面に戻ります。 

○水位の場合 

【ＣＨＥＣＫ】－＞【Ａ－ＯＵＴ】－＞【ＬＥＶＥＬ】に移動し、出力値“ＶＡＬＵＥ”を変更し“ＳＥＴＴ

ＩＮＧ”をＯＮにし、計測画面に戻ります。 

 

注）チェック終了後は必ず“ＳＥＴＴＩＮＧ”の値をＯＦＦにしてください。正しい測定ができ

なくなります。 
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第第第第５５５５章章章章    設置設置設置設置    

    
 管渠流量計ＵＶＨ－２０００を設置するに当たっては、機器の性能を充分に発揮できるよう、下記

の各項に記載された条件を考慮して設置してください。 

 

５５５５．．．．１１１１    本体本体本体本体のののの設置設置設置設置    

    

５．１．１  設置場所の選定 

 

設置場所は下記の条件を考慮して選定してください。 

 

１）周囲温度－１０～＋５０℃、近くに発熱体の少ない直射日光の当らないところ 

２）埃や腐食性雰囲気のないところ 

３）保守、点検が容易にできるところ 

４）本体と検出端との距離が、ケーブル長さで下記以下であるところ 

        専用超音波水位計  ： １５０ｍ 

        電波レベル計ＭＲＧ－１０やＭＲＦ－１０ ： ３００ｍ 

５）動力機器及び同配線の誘導障害を受ける恐れのないところ 

 

５．１．２ 設置 

 

１）本体は、垂直壁面に４本のＭ１０ボルトで取り付けるなどの方法で確実に設置してください。 

２）保守点検のため作業エリアを確保してください。 

    

５５５５．．．．２２２２    検出器検出器検出器検出器のののの設置設置設置設置    

    

５．２．１ 流速検出器 

 

（１） 設置場所の選定 

 

流速分布の乱れによる測定誤差を少なくし、流量計の性能を確保するために、流速検出器の取

付位置の上下流には、表７－１に示す水路直線部が必要です。これ以外は当社に御相談ください。 

 

 （２）設置 

    

センサＳＥ２０４０２０Ｂを下置きで用いる場合、管渠では標準で水路の底に位置するように

取り付け金具をアンカーボルト等で取り付けます。水路形状及び環境条件などにより、これ以外

の設置方法を採用する場合があります。詳細につきましては当社にご相談ください。 

 

５．２．２ 水位検出器 

 

（１） 設置場所の選択 

 

測定誤差を少なくし、流量計の性能を確保するために、水位検出器の取付位置に関しては一般

に下記の条件が必要ですので御注意ください。詳細につきましては当社に御相談ください。 

 

１）流速検出器の上流側に設置する。 

２）近くに発熱体が少なく、直射日光の当らないところに設置する。 

 

（２） 設置 
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取り付け金具をアンカーボルト等で取り付けた後固定します。 

 

５５５５．．．．３３３３        配線配線配線配線    

 

各機器の配線は本体接続端子盤を用いて配線されます。次の要領で配線してください。 

 

１）本体と検出器とを接続する同軸ケーブルは動力線などから分離し、動力機器に近接すること

のないような敷設をしてください。 

２）本体と外部機器の配線は図５－１、２及び表５－１を参照して行ってください。 

３）電源は必ず計装用電源を使用し、動力用電源と共用することは避けてください。 

４）電源及び信号ケーブルは公称断面積０．７５～２ｍｍ

２

相当のケーブルを使用してください。 

５）線は銅製コンジット（電線管）配線としてください。本体の電源及び信号ケーブルの配線引

き込みは、本体底面のスキントップを通して結線してください。従って電線管の配管端は本

体底面の直近までとしてください。配線用の電線管は、鋼製電線管（ＪＩＳ Ｃ ８３０５）

または金属製可とう電線管（ＪＩＳ Ｃ ８３０９）を使用してください。 

６）本体ケースを下図Ａの端子で接地してください。（第Ｄ種接地） 

７）   で表される端子には何も接続しないでください。 

８）ＭＲＧ＋端子とＭ－Ｕ＋端子をショートさせないでください。内蔵電源が壊れる恐れがあり

ます。 

９）Ｍ－Ｕ＋端子とＵＬ－端子に直接電源を接続しないでください。内部回路が壊れる恐れがあ

ります。 

 

 

警告 

 ・配線の際は本体を停止し、通電を止めてください。 

 感電の原因となる場合があります。 

・誤配線のないようにしてください。 

 本機器及び接続された機器に損傷を与える原因となる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－１ 本体外部接続用端子付近（電源仕様：ＡＣ１００Ｖの場合） 

 

Ａ 
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図５－２ 本体ケース下面 
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表５－１ 本体端子台外部接続用端子 

 

    仕様又は設定により機能が制限される場合があります。 

 

（１） 各種入出力用 

 

端子

名称 

機  能 

端子

名称 

機  能 

TH0 水温検出用端子0 HO- 水位アナログ出力－端子 

TH1 水温検出用端子1 QO+ 流量アナログ出力＋端子 

TH2 水温検出用端子2 QO- 流量アナログ出力－端子 

TH3 水温検出用端子3 FG 接地用端子

（＊２）

 

MRG+ 水位計アナログ入力端子

（＊１）

 ITGB 逆流積算パルス出力接点端子 

M-U+ 水位計アナログ入力端子

（＊１）

 ITGF 正流積算パルス出力接点端子 

UL- 水位計アナログ入力端子

（＊１）

 VERR 流速計エラー出力接点端子 

VO+ 流速アナログ出力＋端子 HERR 水位計エラー出力接点端子 

VO- 流速アナログ出力－端子 QBW 逆流出力接点端子 

HO+ 水位アナログ出力＋端子   

 (*2)は接地用電線で筐体に接続されています。 

 

 (*1)水位計アナログ入力端子詳細 

端子名称 水位計 

種類 MRG＋ M－U＋ UL－ 

備考 

専用超音波 

水位計 

（内蔵） 

 

専用水位計の

アナログ出力 

端子 (＋ )を接

続します 

専用水位計の 

アナログ出力 

端子(－)を接続 

します 

製品組立時に配線されてい

ます。取り外さないでくだ

さい 

ＭＲＧ－１０ 

ＭＲＦ－１０ 

水位計の(＋)

端子を接続

します 

水位計の (－ )

端子を接続し

ます 

 

設置工事時に結線されま

す。電流ループ内に付加抵

抗を追加する場合は300Ω

以下としてください 

２線式水位計 

（UVH電源を使

用） 

水位計の(＋)

端子を接続

します 

水位計の (－ )

端子を接続し

ます 

 

電流入力端子です。端子間

に電圧源を接続しないでく

ださい 

２線式水位計 

（外部電源を

使用） 

 

水位計の出

力端子(－)を

接続します 

電源の出力

端子(－)を接

続します 

電流入力端子です。端子間

に電圧源を接続しないでく

ださい 

図５－３のようにループを

組んでください 

 

 

UVH-2000 

 

 

 

 

 

 

 

図５－３ 外部電源接続図 

 

UL- M-U+ 

外部電源 

 

-   + 

+ 

   水位計 

- 
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（２）電源用 

 

端子名称 機  能 

DC+ ＤＣ電源使用時正極を接続します 

DC- ＤＣ電源使用時負極を接続します 

ACFG ＡＣ電源用アレスタの接地端子です

（＊１）（＊２）

 

ACL ＡＣ電源使用時ライブ極を接続します 

ACN ＡＣ電源使用時ニュートラル極を接続します 

 (*1) ３極電源ケーブルの中の接地線を接続します。 

 (*2) ACFG端子は２つありますが、内部基板上で接続されています。
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第第第第６６６６章章章章    保守保守保守保守・・・・点検点検点検点検    

    
６６６６．．．．１１１１    検出器検出器検出器検出器のののの保守保守保守保守・・・・点検点検点検点検    

    

検出器は一般に保守の必要はありませんが下記の事項に注意してください。 

 

（１）検出器に衝撃を与えないでください。 

堅いもので叩いたり、手をかけたり足で乗らないでください。 

 

（２）締め付け部に力を加えないでください。 

検出器は取付金具にて正しい取付寸法位置で締め付けてありますので、力が加わると位置ずれ

等が生じ測定不能になる場合があります。 

 

（３）流速検出器は付着物の付きにくい構造ですが、長期間使用していると、まれに付着物が成長

して大きくなったり、漂流物（木片など）が引っ掛かったりすることがあります。感度を低下

させる原因になりますので、定期的に点検してください。付着物があるときは、ブラシなどで

衝撃を与えないように取り去ってください。 

 

（４）検出器は不良になった場合にも極端な場合を除いて外観上の差異が生じませんので、通常は

当社が保守点検契約（別途仕様）に基づいて点検を行います。特性劣化の確認は超音波の受信

波を観測し、正常時との比較で判断します。 

 

 

６６６６．．．．２２２２    本体本体本体本体のののの保守保守保守保守・・・・点検点検点検点検    

    

当社の管渠流量計には機械的可動部品や電気的駆動部品が使用されていませんので、一般に保守

の必要はありませんが下記の事項に注意してください。 

 

（１）警告ラベルは常に読み取れるよう点検・清掃してください。警告ラベルが汚れたりはがれた

りした場合には当社に連絡してください。 

 

（２）ヒューズが断線した場合は、地落、短絡又は絶縁不良の有無及び供給電源の異常について確認

してください。問題のないことが確認されたときは、ヒューズの交換を行います。問題のない

ことが確認できないとき、あるいは交換したヒューズが繰り返し断線するときは、当社に連絡

してください。 

 

（３）雷により誘導雷サージを受けると、避雷器内部のサージ吸収素子が劣化します。定期的な交換

をお奨めします。劣化が進むと漏れ電流が増加し、電源側ではヒューズが働いて電源供給を遮

断します。またアナログ出力側では、受信計器に正しく電流が送られなくなります。 

 

 

警告 

 ・保守・点検の際は本体を停止し、通電を止めてください。 

 感電の原因となる場合があります。 

・当社指定のヒューズ以外は使用しないでください。 
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第７章 一般仕様 

 
７．１ 総合仕様 

 

測定対象 

種類 
下水、産業排水、汚水など超音波を反射する浮遊粒子を含み、

自由水面をもって流れる液体 

流体温度 ０～４０℃ 

濁度 

ＳＳ６０～５０，０００ｍｇ／Ｌ（度） 

ただし、濁度限界値は気泡の混入度合いによって変化する場合

があります。 

その他 

次のような場合は別途御相談ください 

・液面に多量の気泡やゴミなどがある 

・液面に大きな波立ちがある 

・液体中に多量の気泡やゴミなどを含んでいる 

・水路に木材などの固く、重い漂流物が流れてくる 

・水路に土砂の堆積などがある 

適用水路 

種類 矩形、円形 

寸法 
円形水路 ：φ０．２５～５ｍ 
その他の水路：水路幅０．２５～５ｍ 
ただし水位計の水没なきこと 

直線部長さ 表７－１を参照 

測定範囲 

流量 ０～満水位流量 
水位 ０～５ｍ 

流速 －５～５ｍ／ｓ 

演算周期 約１００ｍｓ 

測定精度 
流量 
 

正流：±３％ＦＳ（＊１） 

自然流下の場合に限る 

ただし最大流量は水路形状、最大水位、最大流速などで制限

される 

逆流：別途御相談ください 

 

流量 流速水位演算方式 

水位 

専用超音波水位計 ：超音波パルス伝搬時間方式 

ＭＲＧ－１０ ：マイクロ波パルス伝搬時間方式 

ＭＲＦ－１０ ：マイクロ波パルス伝搬時間方式 

流速 超音波パルスドップラ方式 

(*1)ＦＳ：フルスケール 
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７．２ 本体仕様 

 

（１） 

本体構成 
流速計測部と流量演算部は一体とし、水位計測部は専用超音波水位計、水位計測
部は外付けのＭＲＧ－１０、ＭＲＦ－１０、または他の水位計とする。 

水位 
アナログ入力 
（Ａ－ＩＮ） 

入力内容 水位計からの水位信号 

接続対象 
機器仕様 

①専用超音波水位計 
②電波レベル計ＭＲＧ－１０やＭＲＦ－１０ 
③ＤＣ２４Ｖ±２０％の電源で動作する２線式水位計 
④負荷抵抗３５０Ωを許容できる４－２０電流出力を持つ水位計 

入力形式 ４－２０ｍＡ ＤＣ電流入力 （絶縁）（最大低格電流３０ｍＡ） 
入力端子 端子台（Ｍ４） 

流量値 
アナログ出力 

（Ｑ－ＯＵＴ） 

出力内容 流量値 

出力形式 
４－２０ｍＡ ＤＣ電流出力 （絶縁） 
許容負荷抵抗：７５０Ω以下 

応答スピード １０～１２０秒 （９０％応答時間） 

出力 
パターン 

出力パターン表７－２を参照 
｜逆流最大流量｜＝正流最大流量 
正逆判別は方向判別接点出力（ＱＢＷ）によって得られる 

出力端子 端子台（Ｍ４） 

水位 

アナログ出力 

（Ｈ－ＯＵＴ） 

出力内容 水位値 

出力形式 
４－２０ｍＡ ＤＣ電流出力（絶縁） 

許容負荷抵抗：７５０Ω以下 

出力パターン 出力パターン表７－２を参照（ただし＋のみ） 

流速値 

アナログ出力 

（Ｖ－ＯＵＴ） 

出力内容 流速値 

出力形式 
４－２０ｍＡ ＤＣ電流出力（絶縁） 

許容負荷抵抗：７５０Ω以下 

出力 

パターン 

出力パターン表７－２を参照 

｜逆流最大流速｜＝正流最大流速 

正逆判別は方向判別接点出力（QBW）によって得られる． 

積算出力 
（ＩＮＴＧ） 

出力内容 積算パルス（接点閉時間：約１００ｍｓ） 
出力形式 パワーフォトＭＯＳリレー（絶縁） 

接点容量 
ＡＣ ３～２６４Ｖ 
ＤＣ ３～１２５Ｖ 
０．６Ａ （４０℃以上で要ディレーティング、０．４Ａ＠６０℃） 

積算方向 出力は正流逆流独立、設定は正流逆流共通 

積算単位 １０００ｍ３（＊１）、１００ｍ３、１０ｍ３、１ｍ３、０．１ｍ３、
０．０１ｍ３、０．００１ｍ３ 

出力端子 端子台（Ｍ４） 

水位計異常 
警報出力 
（ＨＥＲＲ） 

出力内容 水位に対して指定範囲外の値を取得した場合の警報（警報時：閉） 
出力形式 パワーフォトＭＯＳリレー（絶縁） 

接点容量 
ＡＣ ３～２６４Ｖ 
ＤＣ ３～１２５Ｖ 
０．６Ａ（４０℃以上で要ディレーティング、０．４Ａ＠６０℃） 

出力端子 端子台（Ｍ４） 

流速計異常 
警報出力 
（ＶＥＲＲ） 

出力内容 流速計測にて受波なしが発生した場合の警報（警報時：閉） 
出力形式 パワーフォトＭＯＳリレー（絶縁） 

接点容量 
ＡＣ ３～２６４Ｖ 
ＤＣ ３～１２５Ｖ 
０．６Ａ（４０℃以上で要ディレーティング、０．４Ａ＠６０℃） 

出力端子 端子台（Ｍ４） 

(*1)例えば１ｍ３は１ｍ３を表します。 
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方向判別 
出力 
（ＱＢＷ） 

出力内容 正流及び逆流の判別（正流時：開、逆流時：閉） 
出力形式 パワーフォトＭＯＳリレー（絶縁） 

接点容量 
ＡＣ ３～２６４Ｖ 
ＤＣ ３～１２５Ｖ 
０．６Ａ（４０℃以上で要ディレーティング、０．４Ａ＠６０℃） 

出力端子 端子台（Ｍ４） 

流速検出器出力 

１測線計測 標準仕様 
２測線計測 付加仕様 外部の測線切換器は不要 
３測線計測 付加仕様 外部の測線切換器は不要 
４測線計測 付加仕様 外部の測線切換器は不要 

 

（２） 

データの 
設定 

設定方式 

流量演算部と流速計測部：１６個のキーと表示器による対話式 

水位計測部は 

・専用超音波水位計 ：サービス員以外設定不可 

・ＭＲＧ－１０ ：４個のキーと表示器による対話式 

・ＭＲＦ－１０ ：４個のキーと表示器による対話式 

設定項目 アナログ出力などの各種設定 

表示 

表示方式 バックライト付き１６桁×１６行液晶表示器 
表示内容 流量値、測定単位、各種動作表示などの測定データ 

表示桁数 

流量値：設定した最大流量値に依存 
          （符号、小数点を含めて最大６桁） 
水位値：設定した最大水位値に依存（小数点を含めて最大５桁） 
流速値：設定した最大流速値に依存 
          （符号、小数点を含めて最大６桁） 
積算値：６桁 

動作表示 

流量値 "流量単位"を表示（逆流はマイナス表示） 
積算値 積算動作中の場合“ＩＮＴＧ”を表示 

ＡＧＣ 
流速計測にてＡＧＣがＯＮに設定されている場合“ＶＡＧＣ“を
表示 

受波なし 
流速計測にて受波なし処理中は“ＶＲＯＦＦ”を表示 

水位計測にて受波なし処理中は“ＨＲＯＦＦ”を表示 

断線・故障等 水位計測にて値が０％以下になった場合“ＨＨＡＬＴ”を表示 

各種 
チェック 

流量のアナログ出力チェック時：“ＣＨＫ－Ｑ”を表示 

流速のアナログ出力チェック時：“ＣＨＫ－Ｖ”を表示 
水位のアナログ出力チェック時：“ＣＨＫ－Ｈ”を表示 
測線切換チェック時 ：“ＣＨＫ－Ｍ”を表示 
複合チェック時は“ＣＨＫ－ＨＶＱＭ”のように表示 

フルスケー
ルオーバー 

各計測値がアナログ出力で表現できる範囲を越えている場合
“ＦＳ”を表示 
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（３） 

機能 

受波なし処理 
水位計測、流速計測とも受波なし時は直前の値を保持 
流量出力値は０％、１００％、ＨＯＬＤ（直前の値を保持）か
ら選択可能 

受波なし処理
開始時間 

流速計測部:１５ｓ 
水位計測部:３ｍｉｎ（専用超音波水位計） 
     :１～１２０ｓ（ＭＲＧ－１０、ＭＲＦ－１０） 
     :その他（水位計に依存） 

自己診断 電源投入時及びチェックメニューからセルフチェック可能 

アナログ出力 
チェック機能 

アナログ出力の疑似出力が可能 
設定範囲 
流量、流速 ：スパンに対して－１００．０～１００．０％ 
水位       ：スパンに対して０．０～１００．０％ 

            （小数点以下最大１桁） 

低流量カット 

指定した流量値以下の流量をカット可能 
（正逆流時個別に設定可能） 
設定範囲： 
 正流時：０．００００～９９９９９９［設定流量単位］ 
 逆流時：―９９９９９～０．００００［設定流量単位］ 
          （小数点以下最大４桁） 

流量 

スパン補正 

スパン直線の傾きを補正可能 
（正逆流個別に設定可能） 
設定範囲：０．１００～２．０００ （小数点以下最大３桁） 

流量 
ゼロ補正 

指定した流量分だけゼロ点を補正可能 
（正逆流時個別に設定可能） 
設定範囲：―９９９９９～９９９９９９［設定流量単位］ 
          （小数点以下最大４桁） 

たまり水 
カット 

たまり水水位を設定しこれ以下のとき流量をゼロとする 
設定範囲：０．０００～５．０００ｍ （小数点以下最大３桁） 

流速計測 
自動ゲイン 
制御機能 

流速計測に適切なゲインを自動的に設定可能 

流速計測中の受信感度変動に対して一定レベルを保つようにゲ

インを自動的に制御可能 

注）瞬時の変動には反応させていない 
当社サービス員などにより、オシロスコープで波形を確認しな
がら手動での設定も可能 

基礎データ 
表示機能 

本体内部の計算値の一部を表示可能 

正逆変更 
確認処理 

静水時などに方向判別出力が煩雑に変化することを抑制可能 

測線切換 
チェック機能 

多測線流速計測の場合、強制的に測線を固定し、測線毎の計測
チェックが可能 

低流速カット 

指定した流速値以下の流速をカット可能 
（正逆流時個別に設定可能） 
設定範囲： 

正流時：０．０００～５．０００ｍ／ｓ（小数点以下最大３桁） 

逆流時：－５．０００～０．０００ｍ／ｓ 

（小数点以下最大３桁） 

流速 

ゼロ補正 

指定した流速分だけゼロ点を補正可能 
（正逆流時個別に設定可能） 
設定範囲：－５．０００～５．０００ｍ／ｓ  

（小数点以下最大３桁） 

流速 

スパン補正 

スパン直線の傾きを補正可能 
（正逆流個別に設定可能） 
設定範囲：０．１００～２．０００ （小数点以下最大３桁） 
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機能 

水位 

ゼロ補正 

指定した水位分だけゼロ点を補正可能 

設定範囲：－５．０００～５．０００ｍ （小数点以下最大３桁） 

水位 

スパン補正 

スパン直線の傾きを補正可能 

設定範囲：０．１００～２．０００ （小数点以下最大３桁） 

 

（４） 

電源 

ＡＣ ９０～１３２Ｖ、５０／６０Ｈｚ±２Ｈｚ 
ＡＣ１８０～２６４Ｖ、５０／６０Ｈｚ±２Ｈｚ（要指定） 
ＤＣ１９～２９Ｖ（要指定） 
瞬時停電対応時間は１０ｍｓ 

消費電力 
ＡＣ１００Ｖ時：約３８ＶＡ、ＡＣ２２０Ｖ時：約５０ＶＡ 
ＡＣ２４０Ｖ時：約５８ＶＡ、ＤＣ２４Ｖ時：約２４Ｗ 

ヒューズ 
定格 

ＡＣ電源用：２Ａ、ＤＣ電源用：３．１５Ａ、サービスコンセント用：５Ａ 
すべてタイムラグタイプ 

避雷器 

アナログ出力及びＡＣ電源ラインに内蔵 
性能：ＩＥＣ６１０００－４－５に基づき試験を実施し本体回路に故障が生じない 
   こと 
    試験レベル 
     ＡＣ電源ライン   コモンモード ４ｋＶ ノーマルモード ２ｋＶ 
     アナログ出力ライン コモンモード ４ｋＶ ノーマルモード ２ｋＶ 
（注）直撃雷やあらゆるレベルの誘導雷から保護できるものではありません 
     ＤＣ電源ラインには避雷器はありません 

 

（５） 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 
使用湿度範囲 ９０％ＲＨ以下 ただし非結露 
取付方法 壁取付型 
構造 ＩＰ５Ｘ（防塵型） 

電気配線接続口 
スキントップ １０個 
適合ケーブル：（φ６～１２、 下穴：φ２３．５）×５、（φ９～１４、 下
穴：φ２３．５）×５ 

ケース材質 鋼板 
塗装 メラミン樹脂焼き付け塗装 
塗色 マンセル１０ＹＲ９．４／０．５ 

質量 
専用超音波水位計を内蔵する場合     ： 約１６ｋｇ以下 
ＭＲＧ－１０やＭＲＦ－１０を使用する場合： 約１５ｋｇ以下 

寸法 図７－１を参照 

流速検出器 

ＳＥ２０００２０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小形水路用 

ＳＥ２０４０２０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大形管渠用 

ＳＥ２０４０１４・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小形管渠用 

ＳＥ２０００１０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 小形管渠用 

水位検出器（＊１） 
ＵＬＴ－１４０Ａ （測定スパン：０．３～５ｍ） 
ＵＬＴ－１３０ （測定スパン：２～１０ｍ） 
ＵＬＴ－１１５ （測定スパン：５～２０ｍ） 

 (*1)専用超音波水位計の場合です。ＭＲＧ－１０やＭＲＦ－１０の場合は別途取扱説明書を御覧く

ださい。 

 

７．３ 付加仕様 

多測線流速計測 

水路の直線部が短い場合、あるいは流速分布が乱れている様な水路に適用する 

水位に連動して使用流速検出器を自動的に切換え可能 

測線数：２～４ 
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   表７－１ 必要とする水路直線部 
上流側直線長 下流側直線長 

曲がりから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲がりまで 

 

合流から 

 

 

 

 

 

 

 

 

合流まで 

 

落ち込みから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち込みまで 

 

 

大規模な落ち込みから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲート、堰、貯留まで 

(1)ゲート、堰、貯留の影響で水位が変動しない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ゲート、堰、貯留の影響で水位が変動する場合 

 

        多測線測流速測定の適用など要相談 

ゲートから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポンプから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ：管径 

 

測定点 

10 D以上 

測定点 

30 D以上 

測定点 

5 D以上 

測定点 

10 D以上 

測定点 

30 D以上 

測定点 

3 D以上 

測定点 

50 D以上 

測定点 

30 D以上 

ゲート 

測定点 

10 D以上 

ゲート 

測定点 

50 D以上 

ポンプ 
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表７－２ アナログ出力タイプ 

 

タイプ名称 出力 

＋ 

 

＋／－ 

 

２０ｍＡ 

４ｍＡ 

ＭＡＸ ０ 

正 逆 

２０ｍＡ 

４ｍＡ 

ＭＡＸ ０ 

正 逆 

－ＭＡＸ 

A OUT 

A OUT 
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第第第第８８８８章章章章    流量計測定原理流量計測定原理流量計測定原理流量計測定原理    

    

 管渠流量計ＵＶＨ－２０００は、自由水面をもって流れる流体の流速を流速計部（超音波ドップラ

方式）で、水位はお客様ご指定の水位計によって測定し、これらの情報を元に流量演算を行い流量を

求めています。 

 

 一般に管渠の流量Ｑは、流水断面積Ａと平均流速Ｖの積で与えられます。 

 

   Ｑ ＝ Ａ × Ｖ 

 

ここで流水断面積Ａは水路形状と水位Ｈから求まります。一方平均流速Ｖは、本機器では超音波ドッ

プラ方式を用いているので、点流速Ｖｐと理論及び実験で求めた点補正係数Ｋｐの積で求めることが

できます。 

 

   Ｑ ＝ Ａ（Ｈ） × Ｋｐ（Ｈ） × Ｖｐ 

 

 

すなわち、水位計でＨを測定し、Ｈの関数であるＡ、Ｋｐを計算し、それと流速計で測定した点流速

Ｖｐとの演算を行い流量Ｑを算出します。 

 

 流速分布が乱れている水路においては多測線測定（２～４測線）を用います。 

 

水位が流速検出器以下になり流速測定が不能になると、Ｍａｎｎｉｎｇ公式を用いて流量を算出し

ます。 
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営業所一覧 
 

 本機器の故障や修理等の御相談は最寄りの営業所まで御連絡ください。 

 

 

 

本社／東京営業所   〒144-8551 東京都大田区南蒲田2-16-46 

                  TEL 03-3737-8621 FAX 03-3737-8665 

 

札幌営業所      〒003-0802 札幌市白石区菊水二条2-2-12 藤井ビル菊水Ⅳ 

           TEL 011-816-6291 FAX 011-816-6296 

 

仙台営業所      〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡4-12-12 L.Biz仙台 

           TEL 022-295-5910 FAX 022-295-6041 

 

北関東営業所     〒327-0816 佐野市栄町1-1 佐野工場内 

      TEL 0283-21-0341 FAX 0283-21-0175 

 

名古屋営業所     〒460-0003 名古屋市中区錦1-20-19 名神ビル 

           TEL 052-232-8511 FAX 052-232-8510 

 

大阪営業所      〒532-0004 大阪市淀川区西宮原1-7-26 

           TEL 06-6150-6602 FAX 06-6150-6610 

 

広島営業所      〒730-0041 広島市中区小町3-19リファレンス広島小町ビル 

           TEL 082-249-4661 FAX 082-241-7199 

 

北九州営業所     〒802-0002 北九州市小倉北区京町2-7-8 小倉ビル 

           TEL 093-531-6881 FAX 093-521-2575 
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 文書番号 Ｋ０４－０１２Ｇ 

 

超音波流量計 UVH-2000 取扱説明書 

2005 年  4 月 初版発行 

2019 年  1 月 第 8 版発行 

 

 

発行 東京計器株式会社 

   計測機器システムカンパニー 

      〒144-8551 

      東京都大田区南蒲田 2-16-46 

      TEL  03-3737-8621 

      FAX  03-3737-8665 

   URL  http://www.tokyo-keiki.co.jp/ 

 

当社の許可なくしてこの取扱説明書を転載複

写することを禁止します。 

この取扱説明書の内容は予告なく変更される

場合があります。 
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